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　本学では今後も、福祉・教育分野を中心とした専門職養
成の充実を図り、学生一人ひとりの挑戦と成長を支える教
育体制を整えてまいります。

幼児保育学科旧校舎に別れを告げる「感謝の集い」を実施
  2025年10月19日（土）、八戸学院大学短期大学部 幼児保
育学科棟旧校舎（４号館）において、「感謝の集い」が開
催されました。本学のキャンパス整備に伴い、1971年（昭
和46年）の開学以来、多くの学生を見守ってきた旧校舎の
解体が決定されたことを受けて行われた本セレモニーに
は、在学生、卒業生、教職員、地域の皆さまなど、多くの
方々が足を運びました。当日は、記念セレモニーのほか、
旧校舎の内部を開放し、来場者が壁に自由に思い出やメッ
セージを書き込む「メッセージウォール」も実施。学生時
代を過ごした教室や廊下を懐かしむ卒業生の姿も多く見ら
れ、会場はあたたかな雰囲気に包まれました。
　旧校舎が多くの人々の心の中に深く根付いていたことが
改めて感じられる一日となりました。４号館はその役目を
終え、次の時代に向けて新たな歩みを始めます。本学では、
これまでの歴史と記憶を大切にしながら、引き続き、より
良い教育環境の整備と地域への貢献に努めてまいります。

強化指定部が飛躍の一年
　本学、強化指定部の活躍が目覚ましい一年となりました。
多くの部活動が地域リーグで頂点に立ち、全国の舞台へと
飛躍を遂げています。
　硬式野球部は、北東北大学野球春季リーグで見事な優勝
を果たし、名門が集う明治神宮野球大会への出場。鍛え上
げた守備と粘り強い打撃が光る試合展開で、着実に勝ち星
を重ね、地域の頂点に立ちました。
　男子サッカー部は、東北大学サッカーリーグで18年ぶり
２回目の優勝という快挙を達成。長年積み重ねてきた基礎
力と、チームの団結力が実を結び、地域の強豪を次々と破
る快進撃を見せました。
　女子サッカー部も記念すべき成果を挙げました。創部10
年目にして全日本大学女子サッカー選手権大会（インカレ）
初勝利を挙げ、これまでの努力と挑戦の歴史に新たな１
ページを加えました。選手たちのひたむきな姿勢とチーム
ワークが、全国の舞台で花開いた瞬間でした。

第 90号 発行　八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部広報委員会

建学の精神
「神を敬し、人を愛する」
八戸学院大学・八戸学院大学短期
大学部は、カトリック精神に則る
道徳教育を施し、高潔なる人格の
完成を期し、現代社会が要請する
有為の人材を育成することを建学
の精神とする。
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八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部の次期学長が決定
　2024年11月22日（金）に開催された本法人の理事会・評
議員会において、任期満了に伴う八戸学院大学・八戸学院
大学短期大学部の次期学長が承認され、大学の学長には小
林眞理事長補佐が新たに就任、短期大学部の学長には杉山
幸子現学長の再任が決定しました。
　このことを受け、１月15日（水）に美保野キャンパスで
記者会見を行いました。会見冒頭の挨拶で小林次期学長は、
「これからの大学の在り方について、時代のニーズや流れ、
地域が求める大学の在り方を踏まえ、今後２年間をかけて
改組再編を進めてまいります。」と所信を表明しました。
　続いて杉山学長は、「少子化の中の地方にある短大とし
て、幼児保育学科は子どもを育てる保育者を養成し、介護
福祉学科は高齢者や障がいのある方を支える介護福祉士を
養成することを目的としており、この地域に求められる職
業人になれるような学生を育ててまいりたい。」と抱負を
述べました。
　なお、小林次期学長、杉山学長の任期は2025年４月１日
から３年となります。

 
各種国家資格・採用試験で輝く成果
　本学人間健康学科では、各種国家資格・採用試験に力を
入れてきた成果が表れ、社会福祉士国家試験では受験者全
員が合格（合格率100％）を達成し、また教育職プログラ
ム（養護）からは、４名の学生が現役で教員採用試験に合
格しました。
　社会福祉士国家試験は、福祉の専門職としての資質が問
われる重要な国家資格であり、実習・講義・自主学習を着
実に積み重ねた結果が、今回の100％合格という形で実を
結びました。
　また、養護教諭養成プログラムにおいては、学校現場で
児童生徒の心身を支える専門職として求められる知識・対
応力・実践力を磨き、現役で４名が教員採用試験に合格す
る成果を収めました。

挑戦がカタチに、感謝が力に　―進化する八戸学院―
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①　第５回「八戸SDGsフォーラム」
　地域経営学科は、令和７年３月23日（日）に八戸ポータ
ルミュージアム「はっち」で第５回「八戸SDGsフォーラム」
を開催した。今回のフォーラムは、高等学校８校、13グルー
プの参加に上った。各高校のテーマは多岐にわたっている。
発表順に、八戸東高等学校「ICTを活用して個人の学習の
定着度の差をどう補うか」と「海洋プラスチックのアップ
サイクルとその経済効果について」、八戸水産高等学校「キ
レイ 鮫・海 大作戦３ ～発見！わくわく磯探検～」、八戸
高等学校「八戸市の海洋ゴミの実態と改善策」と「輸送で
補う生活」、八戸学院光星高等学校「八戸市中心街活性化
計画～私たちの３つの提言～」、八戸工業大学第二高等学
校「子ども食堂から見えた地域」と「高校生ができる国際
協力～フェアトレードを通して～」、八戸西高等学校「フー
ドロスをなくす調理方法」と「八戸線の利用者数を増やそ
う」、八戸聖ウルスラ学院高等学校「魑魅魍魎が青森を救
う？！～ Sustainable tourism ～」、八戸北高等学校「地域
社会と連携した不登校生徒への個別支援・個別最適な教育
のあり方」と「教育の力で多文化共生を実現する社会へ」
であった。そして、前回と同様、八戸学院大学の教員が高
校生の発表に講評を行う形態をとった。そして、今回は新
しい試みとして横田准教授がモデレーターを務め、地域社
会の持続可能な発展について高校生と本学学生が共に考え
るワークショップを実施した。次年度も第６回「SDGs
フォーラム」を開催していく所存である。

②　資格取得等の活動
　地域経営学科では、専門教育科目において情報システム、
プログラミング、簿記・会計に関する科目を配置し、地域
経営に携わるために必要な情報・会計関連の資格や、商業・
情報の教員免許状の取得に向けた指導に努めている。
　情報関連資格については、情報処理の促進に関する法律
第29条第１項の規定に基づき経済産業大臣が実施する情

報処理技術者試験の一区分である国家試験のITパスポー
ト試験に２名が合格した。
　金融関連資格については、相談者の夢や目標を達成する
ために、ライフスタイルや価値観、経済環境を踏まえなが
ら、家族状況、収入と支出の内容、資産、負債、保険など、
あらゆるデータを集めて、現状を分析し、相談者に適切な
アドバイスを行うことを目的とする「ファイナンシャル・
プランニング（FP）技能検定」の取得を目指しており、
令和６年度はFP技能検定３級に２名が合格した。また、
関連資格として、顧客に対して金融商品の販売・勧誘等を
行うことを目的とする「外務員資格試験」があり、令和６
年度は証券外務員一種の資格に３名が合格した。
　簿記関連資格については、「企業の経営活動を記録・計算・
整理して、経営成績と財政状態を明らかにする技能」を身
につけることを目的とする日商簿記検定試験、ならびに「建
設業経理に関する知識と処理能力の向上」を図る建設業経
理士検定試験の取得を目指しており、令和６年度は日商簿
記検定試験３級に３名、２級に２名が合格し、建設業経理
士検定試験２級に１名が合格した。
　教員免許状については、高等学校教諭一種免許状（商業）
２名、高等学校教諭一種免許状（情報）７名が取得してい
る。

③�　堤特任教授の課外活動　「地域を知り、地域と共に成
長発展を目指す教育プログラム―フィールドワークin 
ＳＭＴＳ2025―」
　地域への愛着、誇りを育み、地域の担い手として成長し
てもらうことを目的とした企業と学生による「国内外新規・
販路開拓・拡大プロジェクト」の一環として、地域と学生
が共に成長・発展していくための教育プログラムで、地元
企業の理解や雇用創出、青森県内企業の国内外販路開拓に
寄与する活動として学生が関与することで、地元定着、地
元企業への就職等に期待するものである。 
　今回は、スーパーマーケットを中心とする食品流通業界
に最新情報を発信する商談展示会である「第59回スーパー
マーケット・トレードショー2025」にて、令和７年２月12
日～14日の３日間８名の学生が青森県ブース出展企業の
手伝いとして参加。会場内で参与観察調査を行った。
　会場である幕張メッセのホール９・10・11にて、各都道
府県の商談展示ブースを回り調査を実施。青森県ブースで
は、青森市、八戸市、弘前市、十和田市、むつ市、平川市、
平内町、平内町、外ヶ浜町、深浦町、板柳町、野辺地町、

令和６年度 地域経営学部地域経営学科の活動紹介

　男子ラグビー部は、北日本大学ラグビーフットボール交
流戦で優勝を果たし、全国大会への出場権を獲得。接戦を
制する勝負強さと、力強いプレーが高く評価され、今後の
更なる活躍に期待が高まっています。
　また、男子バスケットボール部は、創部以来初めて全日
本大学バスケットボール選手権大会（インカレ）に出場。
歴史的な快挙に部員・関係者の喜びは大きく、これまでの
努力が実を結ぶ結果となりました。
　これらの成果は、日々の鍛錬を怠らず競技と真摯に向き
合ってきた学生たちの努力の賜物です。本学は、学業とス
ポーツの両立を支援するとともに、今後も学生の活躍を力

強く後押ししてまいります。
　なお、これらの活躍の裏には、記録に残らずとも日々研
鑽を積み重ねている多くの部活動の存在があります。競技
の垣根を越えて、すべての学生アスリートが切磋琢磨しな
がら成長を続けている姿は、本学の誇りです。
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七戸町、六戸町、おいらせ町、大間町、五戸町の全27事業
所が商談展示を行っていて、青森県ブースと他県ブースと
の違いや、工夫している点、魅力ある新商品等について、
他の参加都道府県ブースすべてをモニタリングした。調査
結果はデータ化し分析した後、地元企業へフィードバック
する予定としている。

④　加来ゼミナールの活動　「８エコフェス」
　昨年の「親子で廃棄野菜からクレヨン作り」の取り組み
をきっかけに、今年度の加来ゼミ４年生は、八戸市が主催
する８エコフェスに参加した。
　８エコフェスとは、市内小学生を対象に、街の環境を考
えることを目的としたイベントである。今年度は、７月27
日（土）に開催され、なぎさなおこ氏（株式会社フードコ
ミュニケーション代表取締役）のエコ料理、サイトウパピ
コ氏のエコアートの催しとともに市内のごみ処理講座と野
菜クレヨン作り体験を実施した。
　準備では、小学生にもわかりやすく、楽しく学べるよう
に、八戸市のゴミ処理の課題をまとめた。難しい用語の説
明、クイズ等によって楽しませるための工夫をすることが
難しく、準備は難航しましたが、なぎさ氏や市役所の方々
のアドバイスのもと、何とか準備を終えることができた。
　その甲斐もあって、当日の報告では「楽しかった」、「わ
かりやすかった」などの声を掛けてもらい、ゼミ生はとて
も満足した様子だった。また、この作業によって、趣旨の
理解、クレヨンの作り方などがわかりやすくなったため、
後輩への引継ぎ資料としても最適になった。
　ありがたいことに、次年度は白山台公民館に声をかけて
もらい、小学生向けに街の環境を考えるイベントを８月に
実施する予定である。４年生が築いた取り組みをゼミ内で
受け継いでいけるよう、これからも様々な活動に取り組ん
でいきたい。

⑤�　井上ゼミナールの活動　「はちがくスムージー neoの
販売について」
　２年前に八戸市農業経営振興センターとの共同研究とし
て開発した「はちがくスムージー」は、規格外農作物の有
効活用というSDGsの視点で、地元産のりんごとトマトを

活用して販売し、完売することができた。その後も八戸市
や関係企業との共同研究は続け、どうすれば地元地域の生
産者が利益を得られるのか検討した。
　そして今年度、経済的な成果も目指すという方針から、
中心街活性化につながるようなイベントを企画し地元農作
物を活用した商品を販売することになった。トマトを生産
している環境緑花工業株式会社からブロッコリースプラウ
トも提供いただき、より健康的な「はちがくスムージー
neo」を開発。10月にはちのへホコテンで試験的に販売し、
その結果を活かして12月は井上ゼミ独自で八戸ポータル
ミュージアムはっちにて販売した。年末の宴会シーズンに
合わせて、飲酒する人へ健康面でアピールし、アンケート
に回答したら割引提供するなど、マーケティング、広報活
動を工夫した。結果、予定数以上を販売することができた
うえ、アンケート結果から地元農業による地域活性化につ
いて考察できた。
　連携先の企業や八戸市からは次の展開を期待する声をい
ただき、今後も継続して共同研究を進めていきたい。

⑥�　横田ゼミナールと八戸水産高校との「ＳＤＧｓサミット」
　国際関係論を専攻する横田ゼミナール（３年生６名）は
11月16日に本学美保野キャンパスにおいて、青森県立八戸
水産高校水産科学科の生徒（３年生５名）とともに「ＳＤ
Ｇｓサミット」を開催し、「豊かな社会のためにとって大
切なこと」をテーマとしたワークショップを実施した。そ
のなかでは、①自分が豊かに暮らすためには何が大切か、
②八戸が豊かな街であるためには何が大切か、③海の豊か
さを守るためには何が大切か、④世界全体が豊かであるた
めには何が大切か、の４点について議論を行い、参加者の
間で多様な意見を共有し、持続可能な発展の実現に向けて
自ら考え、行動していく際に求められる物事を多角的に捉
える視座を養うことができた。
　本取組は、高大連携の一環に位置づけられるとともに、
高校における「総合的な探究の時間」に対する大学の支援
の一形態だといえる。八戸水産高校が本年度申請・獲得し
た「八戸圏域高等学校地域活動促進事業助成金」を活用し
て行い得たものである点、ならびに「サミット」に参加し
た生徒たちがその成果を含めて八戸市主催の「学生＆高校
生まちづくりコンペティション」で発表し、特別賞を受賞
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した点を踏まえると、地域社会に貢献する取組であったと
も評することができる。横田ゼミナールでは、次年度以降
も地域社会と連携した取組を積極的に実施していく。

⑦�　楊准教授の国際交流活動　「中国文化の授業：中国上
海建橋学院とのオンライン交流」
　国際交流と国際学修を目的とした中国文化の授業では、
毎年中国の大学とオンライン交流を実施している。2025年
７月９日（火）には、八戸学院大学の学生（地域経営学科、
人間健康学科、看護学科）、高大連携事業で大学の講義を
受講している光星高校高校の生徒41名、そして上海建橋学
院日本語学部４年生42名の計83名が参加し、オンライン交
流が行われた。
　今回、上海建橋学院大学とのオンライン交流は初めての
試みである。上海建橋学院大学は1999年に設立され、約
25,000人の学生が在籍し、経済学、経営学、日本語、工学、
科学、芸術、教育など49の学部を有する総合大学である。
交流会では、日本側から「日本食と手話」、「アニメ」、「日
本と中国の恋愛観」、「日本の観光地」について、中国側か
らは中国の観光地や日本のアニメについて発表が行われ、
それぞれのテーマに関して質疑応答が活発に交わされた。
この交流を通じて、学生たちは異なる文化や価値観に触れ、
新たな視点を得る貴重な機会となった。
　異文化交流の場として、学生たちは相互理解を深め、国
際的な視野を広げることができた。また、この経験は、今
後のキャリア形成にも大きく寄与するものであり、将来に
わたる日中の友好関係の発展にもつながることが期待され
る。

⑧�　川守田・加来合同ゼミナールによる「はちがく　フラ
ワーロスプロジェクト」
　SDGsの取り組みとして、食べ物、洋服、家など生活面
のあらゆる商品に対しロス削減、４Rの視点を持つことが
社会的に要請されている。「フラワーロス」は、コロナ禍
において誕生したものであり、全国的に無駄をなくそうと
する動きが現れ始めた。そこで、私たちは、青森県内にお
いても花卉栽培が多い三八地域のフラワーロスの削減の可
能性を探るため、世界や全国のフラワーロスの取り組みを
調べるとともに市内の具体的な取組について調べ、その対
応策（アップサイクル）について考えた。「令和６年度八
戸市学生まちづくり事業」の助成金を活用し、まず、文献・
ヒアリング調査を実行、フラワーロスの現状分析を行った。
その結果、フラワーロスを削減する活動として、名久井農
業高校やボランティアで来られたフランス人と意見交換を
行いながら階上町の花屋である「花大」と協力し、アップ
サイクルに取り組み、レジンアートやキャンドルも作成し、
はちがくフェスでは商品の展示も行った。また、ロスフラ
ワーを使用したバスボム作り体験を実施し、参加者の方々
にはアンケートにもご協力頂いた。資源を有効活用し、付
加価値を生み出すビジネスへの発展に学生たちも興味を示
し、積極的に取り組んだ。最終報告会の学生まちづくりコ
ンペでは特別賞を受賞した。この学びの場を通して「自分
で考えて行動できる」という実感が、モチベーションを大
きく高め、学生たちの自信にも繋った。次年度は、チャレ
ンジ精神をモットーに新たな取り組みに挑戦したい。

　人間健康学科では、学科会議・カレッジアドバイザー会
議を通じて、課題を抱える学生に対して情報共有しながら
必要な教育支援を行った。本学で実施している八戸学院健
康マイスターには３名が認定された。また教員免許状の取
得は、高等学校一種免許状（保健体育）22名、中学校一種
免許状（保健体育）12名、養護教諭一種免許状15名、その
うち中学校・高等学校教諭一種（保健）１名、中学校・高
等学校教諭一種（保健・看護）１名、高等学校教諭一種（看
護）１名が免許状を取得した。JATI認定トレーニング指
導者試験は１名が合格している。認定心理士の資格申請は
19名が行なった。社会福祉士国家試験は、受験した６名が
全員合格し、合格率100％を達成した。食生活アドバイ
ザー試験２級では３名、３級では９名、あおもり食育検定
では16名が合格した。
　地域貢献活動では、大学祭での学生主体による「地域住
民を対象とした健康調査（身長、体組成、骨密度、血圧、
握力の測定と貧血検査）」や、南部町と連携した地域住民
向け「転倒・寝たきり予防教室における健康調査」を行っ

た。また今年度の地域医療セミナーでは、山本知也氏（む
つ市長）を講師に「むつ下北医療とへき地医療」をテーマ
に開催した。健康医療学部公開講座は看護学科と共催し
「生活習慣予防とセルフケア―安全で安心な暮らしを支え
る実践的アプローチ―」をテーマにポータルミュージアム
はっちで開催した。
　以下、本学科の主なコースプログラムについて活動を紹
介する。　　　　　　（人間健康学科学科長　吉田　守実） 

①　スポーツ科学分野
　人間健康学科スポーツ科学分野では、中学校・高等学校
の保健体育教諭免許、日本トレーニング指導者協会公認ト
レーニング指導者（JATI-ATI）、日本スポーツ協会（JSPO）
公認スポーツコーチングリーダーの資格の取得が可能と
なっている。JATI-ATIはスポーツ選手や一般人を対象と
したトレーニング指導の専門家として活動するための基礎
資格、JSPO公認スポーツコーチングリーダーは地域ス
ポーツクラブ・スポーツ少年団・学校運動部活動等におい

令和６年度　健康医療学部人間健康学科の活動紹介
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て、安全・安心で基礎的なスポーツ指導や運営にあたる方
のための資格であり、どちらの資格も在学中に試験に合格
することで取得が可能である。今年度の活動としては、南
部町の社会教育課と連携して高齢者の転倒寝たきり予防教
室に介入し、学生が主体となり年６回の測定およびフィー
ドバックが行われた。また、青森県立八戸西高等学校との
高大連携協定の締結により、高校１年生にはウォーミング
アップにおける各種ストレッチがパフォーマンスに及ぼす
影響について、高校２年生には高校生と大学生が一緒に
なったアクティブラーニング形式の授業が、大学生が主体
となり実施された。

（スポーツ科学分野担当　渡邉　陵由）

②　養護教諭養成課程
　養護教諭養成課程では、児童生徒の健康と成長を支援す
るために必要な知識や実践力を備えた養護教諭（保健室の
先生）を養成する。児童生徒の現代的健康課題は、肥満・
痩身、生活習慣の乱れ、メンタルヘルスの問題、アレルギー
疾患の増加、性に関する問題など多様であり、身体的な不
調の背景には、いじめ、児童虐待、不登校、貧困などの問
題が関わっていることもある。このような多様化・複雑化
する健康課題については、専門的な視点での対応が必要で
あり、専門性の高い養護教諭の養成が期待されている。主
な学習領域には、①学部で構成される多様な授業、②学外
での実習の２つがある。①には、豊かな人間性・判断力・
行動力を養うリベラルアーツ、こころとからだに関する健
康科学の教養を獲得するための専門教育科目、養護教諭と
しての活動の基礎や実践に関する教職課程履修科目があ
る。②には、３年次の看護学臨床実習、４年次の教育実習
がある。難関の公立学校教員採用試験では、今年度は４名
が現役合格したほか、多数の卒業生が教育現場で活躍して
いる。　　　　　　（養護教諭養成課程担当　浜中のり子）

③　心理学分野　
　人間健康学科では、心理学の専門教育科目として17科目
を開講しており、これらの科目を一定数履修することで、
「認定心理士」の資格を取得することが出来る。「認定心理

士」とは公益社団法人日本心理学会が認定している民間資
格であり、心理学の専門家として仕事をするために必要
な，最小限の標準的な基礎学力と技能を修得していること
を保証する資格である。本年の卒業生では19名の学生が
認定心理士を取得した。この認定心理士を取得するための
必修科目として、３年次に「心理学基礎実験」と「心理学
実習」という２つの学内実習科目を開設している。「心理
学基礎実験」では、心理学の研究手法である実験の技法を
習得することを目的として、心理学の研究テーマである感
覚・知覚、思考、記憶、行動学習、感性に関わる８種類の
基礎的な実験を行った。一方、「心理学実習」では、心理
学の実験以外の研究技法である「質問紙調査」、「面接調
査」、「行動観察調査」、「生理指標測定」の実習に加え、臨
床現場で用いられている「３種類の心理検査（質問紙法、
作業検査法、投影法）」および「知能検査」の診断技法を
身につける実習を実施した。今年度は20名の学生が来年
度の認定心理士取得を目指して、両実習科目を受講した。

（心理学分野担当　金地美知彦）

④　社会福祉士プログラム
　社会福祉士プログラムにおいて例年実施している「地域
生活支援センター・カシオペア」との連携による事例検討
会は、今年度で５回目を迎える。令和６年11月13日に「カ
シオペア」の支援者の方々にお越しいただき、実際に支援
している障害のあるクライアント２人事例検討を実施し
た。履修生たちは、実際のケースに対するアセスメント（ク
ライエントの情報を収集して分析すること）を深めるため
に、ケースの当事者について、心身、経済、就労などさま
ざまな側面をとらえて質問をした。その後、グループ討議
をし、それぞれのケースを解決するために、どのような支
援が実践できるか考察し、意見をまとめて発表した。
　現場との連携による学びのプロセスは、参加した学生た
ちにとって、対人支援において多面的な視点をもつことの
必要性に気づく機会となりうる。社会福祉士になりゆく学
生がソーシャルワークの力を培うために、今後も継続して
いく予定である。　　（社会福祉士実習担当　大木えりか）

地域住民を対象とした健康調査

「地域生活支援センター・カシオペア」との連携による
ソーシャルワーク演習

令和６年度　健康医療学部看護学科の活動紹介

　看護学科は看護師または保健師（選択制）を養成する４
年生の学科であり、日々進歩する看護の知識や技術に対応
できる能力や豊かな感性と人間性を備え、地域の保健医療
活動、健康増進に看護の実践者として貢献できる資質の高
い人材を育成することを教育目的としている。学生指導は

ゼミ担当・カレッジアドバイザー制の少人数体制で指導を
行い、支援が必要と思われる学生については、学科会議等
で教員間の情報共有を行い、対応している。また、次年度
からのむつ下北キャンパスの開校に向けて準備を行ってい
る。看護学科の主な活動について、担当責任者から報告す
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る。　　　　　　　　　　　　（看護学科長　田中　克枝）

第８回宣誓式および特別記念講演について
　令和６年５月11日（土）に第８回宣誓式が、来賓、保護
者、在学生と教職員の出席の下、２年生42名が参加し、開
催された。「宣誓式」は、自らが目指す看護師像を宣誓す
る式として、本学では専門的な学習が本格的に始まる２年
生を対象に、近代看護の創始者であるフローレンス・ナイ
チンゲールの生誕の日（５月12日）に合わせ開催している。
宣誓者の２年生は、一人ひとりナイチンゲールの看護の灯
火を受け継ぎ、「人間性を高めること」「社会の変化に伴う
新しい知識、技術を身に付けること」「その人らしく人生
を全うできるよう心の支えになること」「自立し責任ある
看護師になること」を宣誓した。
　宣誓式後の特別記念講演は、青森県立保健大学名誉教授
の上泉和子先生より、「看護師になる―To be a nurse― 」
のテーマで、ご自身の体験を交えながらご講演いただい
た。素人である「学生」が、看護師のふりをすることから
「看護師」に変身するためには、患者と対話し真に患者の
声を聴くこと、実習などでの経験を知識と組み合わせて整
理し、積み重ね、常に学習しながら、現場で生かしていく
ことが大切であるなどをお話しいただいた。
　宣誓式や特別記念講演に参加した２年生からは、「宣誓
の詞を忘れず頑張っていきたい」「憧れてきた看護師に絶
対なろうと思った」などの感想が聞かれ、看護の道を進む
決意を新たにした機会となった。

（令和６年度宣誓式実行委員長　切明美保子）

看護学科就職内定状況と就職支援活動報告
　令和６年度八戸学院大学健康医療学部看護学科では61
名の学生が卒業を迎えた。県内就職者22名（36.0%）、県
外就職者37名（60.6%）で就職内定率は96.7%であった。
このうち保健師課程修了者は８名で、そのうち保健師採用
は３名であった。県外の就職先は出身県の岩手県や北海
道、他は関東圏であった。
　就職支援活動は、３年次進級してすぐの４月からキャリ
ア支援講座を実施した。内容は「スタートアップ講座」「病
院選定」「卒業生講話」「マナー講座」「マスター講座」の
５講座を１年間のなかで実施している。その他、学年問わ
ず４月に３回論作文講座も実施している。また、大学主催
の就職説明会や教員との年２回の就職面談や希望により就

職相談や面接練習も実施し、希望する就職先に内定できる
よう支援している。また、早めに内定を得ることで、余裕
をもって看護師国家試験に臨めるよう指導を行っている。

（看護学科就職支援委員会　簗場理利子）

看護学科国家試験対策について　　　　　 
　国家試験対策では、看護師国家試験対策を自律して行う
ことができることを目標と掲げ、３学年では、学習計画を
たて看護師国家試験過去問題集を用いて学習をすすめるこ
とで、学習に関する動機付けと積み重ねを行い、看護師国
家試験への自覚を高める。４年生では、自主的に計画を立
てて学習し理解することで自信をもって国家試験に臨むこ
とができるとしている。対策としては、国家試験対策の模
試状況や GPAなどにより、早期からの支援が必要な学生
を抽出し、学習の進捗状況や学習方法について個別の学習
計画をたて支援を行っている。また、確認テスト・全国模
試・領域補講・外部講師による対面講義などを実施し学生
支援をしている。しかしながら現実、国家試験問題も看護
判断能力や看護実践能力を問われる問題が増えており
100%の合格は難しい状況である。そのため１年次からの
学習の積み重ねが重要であると痛感している。
　第114回看護師国家試験受験者　59名

　合格率（中国からの留学生１名含む94.9％）
　第111回保健師課程受験者　　　 7名　合格率（100％）

（看護学科国家試験対策委員長　坂本　保子）

保健師養成課程について
　保健師の活動は社会の動き、人々の考え方・行動と深く
かかわっています。例えば、生活習慣病、児童虐待、高齢
者や障がい者の孤立、自殺対策を含むメンタルヘルス、新
型インフルエンザ等の感染症、地震・豪雨等の自然災害、
健康格差などです。そのため、保健師の仕事は、地域で生
活する乳幼児から高齢者など幅広い年齢層、健康な人から
病気や障がいを抱える人等、あらゆる人びとと地域全体の
健康のため、対象や地域に応じた方法で展開されます。
　保健師養成課程では、健康教育・保健指導・乳幼児健診
等の学内演習、大学周辺の地区踏査・乳幼児健診の見学等
の学外演習、保健所・市町村保健センター・地域包括支援
センター・一般企業等での施設実習を通して、地域の人々
が生活の営みの中で健康を維持し、よりよい状態に高めて
いくことが出来るよう、個々人に応じた援助や地域全体へ
の働きかけ、予防から支援までを行うために必要な基礎的
知識・技術を学んでいます。

（保健師養成課程教員　古舘美喜子）

むつ下北キャンパス開設準備について
　看護学科では令和７（2025）年４月から、むつ市内に看
護学科に特化した「八戸学院大学むつ下北キャンパス」を
開設するため、学内教職員で構成される「むつ下北キャン
パスプロジェクトチーム」を立ち上げ開設準備にあたって
きた。同キャンパスは看護師・保健師国家試験受験資格取
得を目指す学生を受け入れ、下北地域の保健医療活動や健
康増進に看護の実践者として貢献できる人材を育成するこ
とを目的としている。学びについては、「むつ下北キャン
パス」で受講するオンライン講義とともに週に２回「美保
野キャンパス」にバスで来学し対面講義を実施することを
予定している。また、臨地実習は「むつ総合病院」や「むつ
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令和６年度　幼児保育学科の活動紹介

　短期大学部幼児保育学科では、既定の教育課程（講義、
演習、実技、実習）と行事を通して、学科の使命である「幅
広い教養と豊かな人間性」、「保育者としての専門性」、「地

域・社会に貢献しようとする社会性」を育むため、さまざ
まな取り組みを行なっている。
　特に、「保育所実習」、「施設実習」、「教育実習」等の事

市内の施設等」で実施する方向性として調整を行っている。
　学費等については、むつ市が一部事務組合下北医療セン
ターと協力し、入学金と学費の全額を貸与し、卒業後「む
つ総合病院」で10年間勤務することで返済を全額免除する
新たな修学資金貸与制度を設け、看護師になりたい学生の
経済的負担や自宅からの通学に対応している。
　同キャンパスの一期生となる2025年度の入学予定者は
11名を予定している。一期生の入学に向けて、学生が満足
できるような学習環境を整えていくべく、解説準備を行っ
ているところである。
　　　　（令和６年度むつ下北キャンパス開設準備委員

　看護学科木村　　緑）

令和６年度　健康医療学部別科助産専攻の活動紹介

　令和６年度で開設２年目を迎えた本別科は、入学生４名
が無事卒業を迎え青森県内に助産師として就職することに
なった。科目のいくつかをセメスター変更（開講時期）し、
昨年度とほぼ同じ非常勤講師・ゲストティーチャーのご協
力のもと、さらに臨地実習先では手厚いご指導をいただい
たことに深く感謝する。地域における「未就学児の性の健
康教室」や「高校生女子アスリート対象の健康教室」は、
学生中心に活動し地域への貢献に繋がった。また、今年度
から受胎調節実地指導員資格を取得するシステムを整え、
本別科では助産師国家試験受験資格と受胎調節実地指導員
資格を取得できることになった。日頃よりご尽力いただい
ている講師や事務部門の方々にこの場をお借りし深く感謝
申し上げる。　　　（別科助産専攻　別科長　髙橋　雪子）

「未就学児の性の健康教室」
　八戸学院系列３つの幼稚園と、一般募集の４回にわた
り、未就学児の性の健康教室を開催した。今年度は、「自
分の身体を知って大事にしよう」を目標に、「プライベー
トパーツ」「男の子と女の子の体の違い」「いいタッチとわ
るいタッチ」の内容で構築した。不審者が子どもに声をか
ける寸劇では、女の子や男の子の役を園児たちに参加して
もらい演じてもらった。不審者に「プライベートパーツを
見せて」と言われたらどうするかを会場のみんなで考え
た。そして全員で声を出して「いやだ！」と言って、全力

で「にげる！」、そして信頼できる大人に「はなす！」こ
とを実践したことで強く印象に残ったようだ。学生は４名
全員で対象に合わせた展開を考え、取り組み、多くのこと
を学びながら学生時代に経験することの重要性を認識して
いた。　　　　　　　　　　（別科助産専攻　藤邉　祐子）

「高校生女子アスリート対象の健康教室」
　助産学生が主体となり、高校生女子アスリートを対象に
「月経とスポーツ」というテーマで健康教室を開催した。
２年目となるこの健康教室は、昨年の八戸学院光星高等学
校に加え、新たに三沢高等学校と八戸西高等学校の２校が
加わり、本年度は合計３校で開催することができた。学生
は、準備段階から対象がより理解しやすいように構成や媒
体を考え、より良いものになるよう学内リハーサルを重ね
た。６名から約100名まで参加人数や会場の規模の違いに
戸惑いながらも、学生はその場で柔軟に対応しており、そ
の姿に入学時からの成長を感じた。受講した高校生から
は、「とても分かりやすく楽しく学べた」「産婦人科を受診
しようと思った」「月経痛の対処方法を活用したい」とい
う感想が聞かれ、対象が正しい知識を持ち、さらに行動変
容につなげるという健康教室の目的を達成したと考える。
助産学生が健康教育技法を学びながら、地域貢献の一端を
担うこの取り組みを今後も継続していきたい。

（別科助産専攻　前森　桃子）
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前事後指導は、年間を通して一斉指導による授業のほか、
個別での指導やサポートを行なっている。また、各実習施
設とも情報交換・情報共有を図る機会（実習担当者連絡会
議）を設け、各施設の実習担当者様はじめ職員の皆様から
も多大な協力と支援を頂戴している。お蔭をもって、今年
度も資格・取得率は高い水準を維持しており、福祉・教育
施設への就職率も90％台で推移している。一方、昨今の課
題として、県内あるいは北東北圏内への就職率を増加させ
ることが挙げられる。
　また、多様化する学生の実態に対応すべく、今年度はじ
めて学科全体で合理的配慮の構築の取り組み、配慮が必要
な学生に対して個別の学修支援を行なった。
　「地域文化論」、「地域文化実践講座Ⅰ・Ⅱ」では、地域
のボランティア活動や伝統的な行事への参加をはじめ、地
域で活躍されている方々を招聘し、地域の歴史、自然、文
化、産業等についてご講話いただき。講義後の授業アン
ケートでも高い評価を得た。

　主な行事としては、６月の「砂浜での活動」、７月の「流
し踊り」、11月の系列幼稚園３園の年長児との共演による
「ノアの方舟」、２月に行われた「ミニオペレッタ」が挙げ
られる。　
　毎年６月に白浜海岸で行われる砂浜での活動は、これま
での「砂浜彫刻」から「砂浜ゼミ」に変わり、各ゼミナー
ルで砂浜という環境を生かした遊びを考え実践する活動が
行われた。毎年７月に開催される八戸七夕まつりの「八戸
小唄流し踊り」では、昨年度から短大生が全員参加するこ
ととなり、浴衣姿の学生や教職員が練り歩き、沿道からた
くさんの声援をいただきながら、踊りを披露することがで
きた。学生たちの晴れやかな笑顔が印象深かった。郷土の
伝統行事に親しむ機会をこれからも大切にし、願わくば、
卒業後には地域の子どもたちに伝承してもらいたいと期待

している。系列幼稚園児との共演による「ノアの方舟」で
は、建学の精神に基づいた作品をまとめあげる過程で―す
なわちリトミックの授業やリハーサルを通して―学生たち
が園児と関わりを持ちながら各系列園での保育者の指導法
を間近で学べることは、本法人ならではの貴重な学びの機
会であり、今後も大切にしていきたいと考えている。２年
生の卒業公演にあたる「ミニオペレッタ」では、昨年同様、
地域の保育園・こども園や幼稚園を招き、学生主体の運営
で開催された。幼稚園、保育園関係987名、高校107名、一
般40名の来場があり、学生と観客が一体となった躍動感あ
ふれる豊かな表現発表の場となった。
　こうした行事はもとより、全教育活動を通して本学科の
ディプロマポリシーの一つである「保育者としての責務を
理解し、他の保育者や専門職者と協働して、子どもの最善
の利益を追求することができる」学生の育成に、今後も全
教職一丸となって取り組んでいきたい。

星の子シアター

ミニオペレッタ

地域文化論実践講座

砂浜演習

令和６年度　介護福祉学科の活動紹介

　介護福祉学科では、地域から要請される高い専門性を有
した介護福祉職のリーダーを養成することを目的に様々な
教育活動を展開してきた。
　令和６年度の入学生は、留学生２名を含む11名で入学生
激減により、学生募集活動をさらにバージョンアップさ
せ、全教員が連携しながら学生の協力を得て活動した一年
であった。特に今年度は学生による介護レンジャー結成に
より、地域とのつながりを多く持つことができ、地域貢献
の意義や介護の価値を、再認識する機会となった。
　介護福祉士国家試験対策として１年次から授業案の中に
落とし込み、２年次では計画的に対策を講じ、成績の振る
わない学生に対しては個別対応をするなどきめ細やかな対
応を行った。しかし、特に留学生においては日本語理解と
いう問題があり、今後、継続した学習支援と日本語理解の
ための授業設計を計画している。
　認知症の介護における専門性を高める教育として、岩舘
ゼミでは例年、ゼミ生に認知症介助士資格取得をさせてい
る。今年度は全学生の認知症理解の向上を目指して、認知
症サポーター養成講座の受講（希望者）、ＶＲ認知症体験（１
年生は授業として、２年生は希望者）を実施した。
研究演習のゼミ活動とし、エコキャップ活動、高齢者施設

でのレクリエーションボランティア、ハンドマッサージボ
ランティア、認知症フォーラムへの参加、オレンジカフェ
でのボランティアなど多様な活動を行った。この様々な経
験が、学生の介護福祉職としてのアイデンティティの確立
に向けて成長する機会となった。
　以下、特徴的な取り組みについて紹介する。

１．介護人材獲得アクション2024の実施について
　産学官の連携のもとに、介護人材不足や福祉専門職の資
質の向上という課題解決に向けたプラットフォーム協議会
を2022年度から設置し、中高生、保護者向け広報誌の作成
や教育現場での福祉啓発活動、福祉に関する調査活動を実
施している。これらの活動に学生も参画することで、学生
の学びの機会としている。

（１）KAIGOFESTAの開催
　「ボクたちは生きつづけ、そしてトシをとる。」をメイン
テーマに、令和６年12月７日（土）、幼児保育学科棟を会
場に KAIGOFESTAを開催した。参加者は学生46名、一
般30名であった。プログラムは、基調講演「互いに認め、
元気が出る介護」をテーマに高口光子氏（元気がでる介護
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研究所）による講義を聞くことで学生は介護の魅力を再発
見できた。午後は、介護レンジャーによるコグニ体操やク
イズ大会、体験コーナー（介護ロボット体験・納棺体験）
や販売コーナーなどを開設し、事業所の方々の協力のもと
開催し、地域の方や事業所の方々との交流を深めることが
できた。KAIGOFESTAにより学生は、多様な視点を持
つことの重要性、将来を見越した福祉のあり方、介護の基
本的な視点の再確認、リーダーシップの大切さなどを学ぶ
機会となった。

（２）「介護のしごと紹介マガジン」の作成
　今年度は、高校生の保護者および高校の教員向けにマガ
ジンを作成し、八戸市内および三八地区、岩手県北、岩手
沿岸地域の小中高生に配布した。また「介護のしごとマガ
ジン」と SNS（YouTube動画）と連動させ情報発信を行っ
た。

（３）オープンカレッジの開講
　八戸学院まちなかラボにおいて、介護福祉の普及啓発を
目的に、オープンカレッジを７講座開講（各教員１講座担
当）し、学生も参加し教員の補助をしながら自らの学びを
深めた。講座の内容は、「災害時の福祉支援について考え
てみよう」「アロマスプレーづくり～香りのレクリエーショ
ン～」「バリアフリーについて考えよう」「世代間のミゾを
埋める効果的なコミュニケーション」「認知症の世界の歩
き方～認知症の方が生きている世界を旅しよう～」「楽し
く脳トレ～音読で脳を活性化しよう～」「やってみようハ
ンドマッサージ」であった。

（４）児童生徒の「福祉・介護の学び講座」の開催
　昨年度までは、中学・高校生をターゲットにしていたが、
今年度より小学生まで対象を広げ３か所で実施した。実施
校および内容は以下の通りである。
①八戸光星野辺地西高等学校
　 　令和６年10月２日（水）に２・３年生（17名）を対象
に「レクリエーションを活用したコミュニケーション技
術」をテーマに出前授業を実施した。本学教員および学
生５名が参加した。
②八戸市立轟小学校
　 　令和７年１月31日（金）に５・６年生（13名）を対象
に「老い・介護の疑似体験」をテーマに出前授業を実施
した。本学教員および学生５名が参加した。
③八戸市立三条中学校
　 　令和７年３月３日（月）に２年生（84名）を対象に「高
齢者の心身の特徴、どんなことができるか考えるきっか
けづくり」をテーマに出前授業を実施した。本学教員お
よび学生５名が参加した。

２．学生の学び・知識・技術を活かし活躍できる機会の創出
　地域文化論Ⅱの学習目標である「地域の特性を踏まえ地
域活性化の現状と課題を明確にし、解決策を考え実施する
ことができる。」について、授業の中で取り組んできた課
題について、地域に出向き、自分たちの学び・知識・技術
を活かした活動を行うことができた。その内容は以下の通
りである。
① 岩手県洋野町において、令和６年度認知症予防啓発講演
会に２年生35名が参加した。学生は介護レンジャーに

よるコグニ体操の実施、認知症クイズの実施、地域の方々
とのグループワークのファシリテーターとしてそれぞれ
役割を担い、実践的学びを体験した。この活動について
は NHK（岩手県）で放送され、デーリー東北でも大き
く掲載された。
② 岩手県岩泉町立岩泉小学校において、認知症サポーター
養成講座に教員とともに介護レンジャー５名が参加し、
小学生に対する講座の補助とコグニ体操の指導を行っ
た。
③ 「考える福祉教育」事業　久慈東高校福祉系列生徒との
未来トーク（社会福祉法人みちのく大寿会主催）に学生
２名がパネルディスカッションに参加し発表した。

　今後も学生が学んだ知識や技術を活かし活躍できる機会
を作っていく予定である。

外での車いす体験（種差海岸） ハンドマッサージボランティア

利用者とキャップアート ＶＲ認知症体験

久慈東高校福祉系列生徒との未来トーク

洋野町認知症予防普及啓発講演会
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　　　　　　　　　　八戸学院大学　　　　　　　
令和６年度　入学式　式辞

　八戸学院大学へ進学された皆さん、ご入学おめでとうご
ざいます。この春、八戸学院大学は、新入生として208名、
編入学・転入学生として４名。加えて、昨年度から新たに
開設された別科助産専攻に４名の総数216名を迎えること
となりました。八戸学院大学を代表して、これからの時代
を支える皆さん、希望と様々な夢と熱き情熱に満ち溢れる
若人を心から歓迎いたします。
　本日、ご入学を迎えられたご子弟にこれまで長きにわた
り寄り添ってこられたご家族・ご関係の皆様へも心よりお
祝いを申しあげます。また、この入学式にご臨席を賜りま
した
　八戸市長・熊谷雄一様をはじめ、ご来賓の皆さまへ厚く
御礼を申し上げます。
　八戸学院大学は、今から43年前、1981年に商学部を有す
る大学としてスタートして以来、地域経済へ貢献する多く
の諸先輩を輩出してまいりました。この流れを受け継いで
いるのが地域経営学部です。今年度、地域経営学部は新入
生・転入生合計77名を迎えます。地域社会の未来を描くこ
とのできる力、地域の発展を支える担い手となる力を育ん
でいただける事を期待いたします。
　本学において、健康、スポーツ、福祉、看護、保健分野
について専門性を高める学びが設けられているのが人間健
康学科と看護学科から構成される健康医療学部です。今年
度、健康医療学部では新入生・転入生・編入生合計135名
を迎えます。運動・栄養・休養、さらに、看護・保健など
に関わる専門知識と技術を活かして人々の健康と日々の安
心・安全な生活を支え自らが健康の主体として実践できる
力量を備えた地域のリーダーが本学から生まれることを
願っています。
　別科助産専攻は、看護師の国家資格を有する新入生４名
を迎えて、地域に根ざした母子保健活動の実践者を育てま
す。
　八戸学院大学は、国際交流の取り組みにも力を注いでい
ます。美保野キャンパス在学中の留学生との交流、あるい
は、オンライン授業・短期留学プログラムへの参加による
言語・歴史・文化・習慣が異なる海外の仲間と繋がる経験
を通して、国際的な視野を持ち、多様な仲間と共存共生で
きる力量が醸成されることを願っています。
　これから始まるキャンパスライフの主人公は、光り輝く
皆さん一人ひとりです。学科・別科としての学問の探究の
みに止まらず、課外でのスポーツ・文化芸術・ボランテイ
ア活動等に積極的に参加することで今までとは異なる世界
が垣間見えて来ることに大きな期待が寄せられています。
学びと課外の学生生活で何を掴んだか、未来のあなたが自
信を持って仲間へ伝えることが出来る成果を少なくとも一

つはしっかりと掴み取って下さい。
　さて、成人となる年齢を20歳から18歳に引き下げる改正
民法が一昨年の４月１日に施行されました。成人となった
18歳の皆さんにとって、規範に則った行動が一層求められ
る社会を迎えていることを一人ひとりがしっかり自覚して
ください。
　結びに、皆さんの郷土となる八戸。この郷土・八戸を「愛
する心」、そして、この美保野キャンパスにて共に過ごす
短期大学部と大学の仲間を「愛する心」、加えて、皆さん
自身の無限の可能性に絶え間なく挑戦する「志」を育んで
下さることに大きな期待を寄せて、式辞といたします。

　令和６年４月５日

八戸学院大学　　学長　水野眞佐夫

　　　　八戸学院大学短期大学部　　　　
令和６年度　入学式　式辞

　暖冬から一転して大雪に見舞われるなど、不規則な天候
が続いておりましたが、春の雨と日差しの暖かさに少しず
つ綠が息を吹き返し、美保野キャンパスの桜も蕾の膨らみ
が見て取れるようになりました。ここに令和６年度入学生
の皆さんをお迎えすることができ、教職員一同、嬉しく温
かな気持ちに包まれております。キャンパスの門を晴れて
くぐられた幼児保育学科55名、介護福祉学科11名の皆さん
を心より歓迎いたします。ご家族の皆様にも謹んでお祝い
を申し上げますとともに、ご臨席賜りました来賓の方々に
厚く御礼申し上げます。
　去る３月18日はまだ寒さの残る日でしたが、八戸市公会
堂で行われた本学の卒業式では、令和になって初めて学歌
および式歌“ハレルヤ”を声を出して歌うことが叶い、私
たちは晴れがましい気分でいっぱいでした。昨年は本学の
特色である地域との交流が復活した年でもあり、さまざま
な行事に多くの来客をお迎えしたり、地域の行事に参加し
たり、ボランティア活動に出向いたりと、学生の力を発揮
してもらう機会がたくさんありました。皆さんにもこれか
らの２年間、キャンパスの内外でさまざまに活躍してもら
いたいと思っています。
　私は系列の八戸学院幼稚園の園長を兼務しているため、
子どもたちを間近に見る機会に恵まれており、その変化・
成長の早さと見事さを日々まぶしく感じております。登園
してもなかなか動き出せず、友だちが遊んでいるのを眺め
ていた子どもが、いつの間にか輪に入って遊ぶだけでなく、
自分から遊びに誘うようになっていたり、練習では上手に
演技ができるのに、人前では恥ずかしがってなかなか動け
なかった子どもが、ある時期から堂々と演じられるように
なっていたりと、枚挙に暇がありません。そして不思議な
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のは、そのきっかけが何だったのか、往々にしてよく分か
らないことです。きっと、日々の生活での担任とのやり取
りや活動を通して少しずつ内面に生じていた変化が、ある
ときに表に現れるのでしょう。
　ここに集う皆さんも同じだと思います。保育者や介護福
祉士を目指している皆さんは、既にその資質を有している
と思われますが、それだけで専門職者になれるわけではあ
りません。日々の勉学や実習に加えて、何気ない友人との
やり取りや何かに協力して取り組むこと、地域の方との交
流やアルバイト等の経験など、さまざまな事柄が積み重
なって、保育者らしい、介護福祉士らしい顔や振る舞いに
なって現れるのだと思います。私たちは毎年学生のそうし
た変化に驚かされてきました。ただ、子どもの場合と違う
のは、その変化を引き起こすには学生自身の意思が必要だ
ということです。
　「自分のリーダーは自分自身」という言葉があります。
皆さんの成長を導くのは誰よりも皆さん自身です。ひとり
一人が自分の目指す姿を心に描き、これからの学びの中で、
そこに近づくべく人間性と専門性を高めていくことを期待
しています。
　皆さんの大きな成長を願い、私の式辞といたします。

　令和６年４月５日
八戸学院大学短期大学部　　　学長　杉山　幸子

　　　　　　八戸学院大学　　　　　　　
令和６年度　学位記授与式　式辞

　春の訪れを告げる暖かな日差しが注ぐこの良き日に、学
位記・修了証書授与式を迎えられました八戸学院大学各学
部と別科の皆さん、ご卒業・修了おめでとうございます。
　これまで長きにわたり、ご子弟に寄り添ってこられたご
家族･ご親族の皆様へも心よりお祝いを申しあげます。
　また、この学位記・修了証書授与式にご臨席を賜りまし
た、八戸市長・熊谷雄一様をはじめ、ご来賓の皆様へ御礼
を申し上げます。
　本日、八戸学院大学は、２学部・３学科から総数229名が、
社会人として新たな一歩を、または、大学院へ進学し学び
を深める一歩を、おのおの踏み出します。
　別科助産専攻からは、本学において二期目の修了生４名
を送り出します。
　卒業生・修了生の皆さん、本日までの学生生活で、どの
ような思い出が、今、皆さんのまぶたの中で蘇っているの
でしょうか？
　明日に輝く自分を、とらえることができましたか？あな
たが自信を持って仲間へ伝えることが出来る成果を少なく
とも一つはしっかりと、掴むことができましたか？美保野
で紡いだ思い出の日々を、未来のあなたが是非、抱きしめ

続けてください。皆さんの学生生活において、一定期間は
新しい生活様式としての様々な制限が求められたキャンパ
スライフでした。一方で、本学の建学の精神の下で学び、
いよいよ卒業・修了を迎えられた皆さんの多くの幅広い、
豊かな経験が、人間力あふれる唯一無二の「光り輝く」卒
業生・修了生の一人ひとりを育てたと、私は確信していま
す。
　本日、卒業の皆さんのお手元へ届けられたアルバムの中
で、私はある言葉を引用いたしました。その言葉とは、「夢
なき者に成功無し」というものです。これは、古く、明治
維新に活躍した多くの若人を育てた吉田松陰の教えです。
ここでいう「夢」とは、私利私欲、名誉名声のためではな
く、高く掲げた志を意味します。様々な希望と熱き情熱に
満ち溢れる皆さんのこれからの歩みにおいて、心に留めて
いただきたい言葉です。高く掲げた志・「夢」にたどり着
けていない人も、これまでの本学の学びを通して、いつか
の日にか、きっと出会えるはずです。
　美保野から旅立つ皆さんの学びは、今日で終わるのでは
ありません。人生が、学びの場であり、学びの連続です。
これから始まる新たな人生における自らの未来について、
家族の、職場の、地域・国家の行く末について、思いを馳
せて、心の中にしっかりと、志を高々と掲げ、計画し、実
行し、夢の実現に向けて、挑戦を続けてください。皆さん
一人ひとりが人生の成功者となることを、私は強く信じて
います。
　結びに、皆さんのキャンパスライフに日々寄り添った本
学の教職員と共に、そして、同じ美保野のキャンパスで学
んできた短期大学部の卒業生の皆さんと一緒に、本学・学
位記・修了証書授与式を挙行できますことは、私の大きな
喜びであることを申し添えて式辞といたします。

　令和７年３月18日
八戸学院大学　　学長　水野眞佐夫

 

　　　　八戸学院大学短期大学部　　　　
令和６年度　学位記授与式　式辞

　名残の雪も儚く消え、日差しにはうららかな春の訪れを
はっきりと感じられるようになりました。一見枯れ草に覆
われた地面にも、よく見ると柔らかな綠や早春の可憐な草
花が顔をのぞかせ、山では鶯も鳴き出している希望に満ち
たこの季節に、皆さんの旅立ちを祝うことが叶い、教職員
一同、喜びに堪えません。幼児保育学科46名、介護福祉学
科35名の皆さん、ご卒業誠におめでとうございます。これ
まで本学の教育活動にご理解とご協力を賜り、ご子息、ご
息女を見守り応援してこられたご家族の皆様にも心よりお
祝いを申し上げます。重ねて、本日ご列席賜りましたご来
賓の方々に厚く御礼申し上げます。
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会　　　議

①大学運営会議開催
　　令和６年　４月17日㈬　５月15日㈬　６月19日㈬
　　　　　　　７月17日㈬　９月18日㈬　10月16日㈬
              11月20日㈬　12月11日㈬
　　令和７年　１月15日㈬　２月12日㈬　３月12日㈬

②教授会開催
〔大学〕
　○全学教授会
　　令和６年　４月１日㈪　４月24日㈬　５月22日㈬
　　　　　　　６月26日㈬　７月24日㈬　９月25日㈬
              10月23日㈬　11月27日㈬　12月18日㈬
　　令和７年　１月22日㈬　２月19日㈬　２月28日㈮
　　　　　　　３月19日㈬

〔短期大学部〕
　○全学教授会
　　令和６年　４月１日㈪　４月25日㈭　５月21日㈭
　　　　　　　６月27日㈭　７月25日㈭　９月26日㈭
              10月24日㈭　11月28日㈭　12月19日㈭
　　令和７年　１月23日㈭　２月20日㈭　２月28日㈮
　　　　　　　３月21日㈮

人　　　事

（１）　採　用
令和６年４月１日付

○健康医療学部人間健康学科
　教　　授　　三本木　　　温
○健康医療学部看護学科
　特任教授　　田　中　　　完
　助　　教　　野　崎　悦　子
〇幼児保育学科
　教　　授　　三　上　幾　子
○地域連携研究センター
　教　　授　　福　田　弥　夫
○事務局　　　　
　主　　事　　平　塚　　　薫（教学部就職課）
　主事・舎監　堀　江　拓　矢（教学部教務課）
　主　　事　　高　見　啓　太（入試広報部広報課）
　主　　事　　有　光　ちひろ（地域連携研究センター事務室）
令和６年６月17日付

○事務局　　　　　
　パート職員　田名部　厚　子（短期大学部保健室）
令和６年７月１日付

○事務局　　
　主　　事　　本　間　紗　斗（入試広報部入試課）
令和６年９月１日付

○地域経営学部地域経営学科
　助　　教　　埴　原　啓　正
○健康医療学部人間健康学科
　准 教 授　　阿　部　俊　彦
　助　　教　　今　川　ゆ　き

　皆さんは２年前にそれぞれ専門職に就くことを目標とし
て本学の門をくぐり、慌ただしく凝縮された月日を送って
きました。学内での授業だけでなく、行事やボランティア
で地域に出ることも多く、本学の学生として大いに力を発
揮し、誇らしい活躍をしてくれました。一方で実習では緊
張のために思うように力を発揮できず、涙を流したことも
あったかもしれません。学業とアルバイトの両立に苦労し
た人もいるでしょう。そうした日々、皆さんの周りには常
に目標を共有する仲間の存在がありました。学生生活の大
きな魅力は、そこにあると思います。
　楽しいことも辛いことも一緒に経験する中で、友という
宝を得た人は幸いです。しかし、これから皆さんはひとり
の大人としてそれぞれが社会に出て、自分の道を歩んでい
きます。その皆さんに大切にしてほしいと願うのは、何よ
りも自分の足で立ち、自分自身を頼りとするということで
す。　自分で明かりを灯すという字を書いて、自灯明とい
う言葉があります。お釈迦様が残した言葉で、他人に寄り
かかったり惑わされたりせず、自分の内面を見つめ、自分
自身を拠り所とせよと解釈されます。インターネット上に
情報があふれ、SNSで他者と簡単に繋がることのできる現
在、私たちは夜明かりに群がる虫のように、それに振り回
されている気がします。人生がそれによって左右されてし
まう場合すらあります。情報収集や信頼できる人に相談す
ることは大切ですが、何事も鵜呑みにせず、自分で考え、
判断する、自分の進む道は自分で照らすという姿勢を忘れ
てはならないと思います。
　そして最後にひとつ、特に幼児保育学科の皆さんに思い
出していただきたいことがあります。学生の中には途中で
別の道に進んだ人や、今は休んでいる人もいますが、中に
ひとり、帰らぬ人となった同級生がいるということです。
彼は皆さんよりもかなり年を経てから保育者という目標を
見つけ、本学に入学しましたが、不慮の事故によって、一
度も長い実習を経験することなく生涯を閉じました。教室
で定位置に座り、ノートを取っていた彼の姿は忘れられま
せん。
　本日学位記を授与された方全員がそうした人がいたとい
うことを心の片隅に留め、無事学業を達成できた幸せをか
みしめていただけたらと願っています。
　皆さんの今後の活躍に期待し、未来に光明あらんことを
祈ります。

　令和７年３月18日

八戸学院大学短期大学部　　学長　杉山　幸子
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（２）　昇　任
令和６年４月１日付

○地域経営学部地域経営学科
　准 教 授　　井　上　　　丹
　准 教 授　　横　田　将　志
○健康医療学部人間健康学科
　教　　授　　佐　藤　千恵子
　教　　授　　渡　邉　陵　由
　准 教 授　　有　光　琢　磨
　講　　師　　泉　水　朝　宏
○健康医療学部看護学科　
　准 教 授　　久　保　宣　子
　講　　師　　柴生田　英　香
○事務局　
　課　　長　　金　入　教　人
　参　　事　　新沼舘　貴　志
　課長補佐　　高屋敷　好　孝
　係　　長　　橘　　　佳奈美
　主　　任　　力　石　　　暁
　主　　任　　白　井　大　介
（３）　職名変更
〇事務局
　課　　長　　工　藤　美那子
　主事・舎監　中　村　　　健
（４）　併任・兼務
令和６年４月１日付

〇地域経営学部地域経営学科
　教　　授　　田　中　　　哲　八戸学院大学学長補佐
　教　　授　　村　本　　　卓　地域経営学部長
　教　　授　　高　須　則　行　地域経営学科長
　准 教 授　　楊　　　麗　栄　八戸学院国際教育局　副局長
○健康医療学部人間健康学科
　教　　授　　遠　藤　守　人　八戸学院理事長補佐
　教　　授　　吉　田　守　実　健康医療学部長・人間健康学科長
　教　　授　　小　澤　昭　夫　学長特別補佐
　教　　授　　三本木　　　温　学長補佐・スポーツ局局長
　教　　授　　井　元　紀　子　学科長補佐
○健康医療学部看護学科
　教　　授　　田　中　克　枝　看護学科長
　特任教授　　田　中　　　完　健康管理局局長
〇別科助産専攻
　教　　授　　高　橋　雪　子　別科助産専攻長
○短期大学部学長
　教　　授　　杉　山　幸　子　八戸学院幼稚園長
○短期大学部幼児保育学科
　教　　授　　加　藤　康　子　八戸学院大学短期大学部学長補佐
　　　　　　　　　　　　　　　八戸学院第二しののめ幼稚園長
　教　　授　　澤　井　睦　美　幼児保育学科長
○短期大学部介護福祉学科
　教　　授　　柏　葉　英　美　介護福祉学科長
　教　　授　　小　川　あゆみ　介護福祉学科長補佐
○事務局
　次　　長　　早　川　幸　久　教務課長
　課　　長　　工　藤　美那子　大学評価支援室長／監査室員
　課長補佐　　高屋敷　好　孝　大学評価支援室員
（５）　配置転換
令和６年４月１日付

○地域経営学部地域経営学科
　講　　師　　川守田　景　子（地域連携研究センターから）
○事務局
　部　　長　　岡　沼　真由美（学務部から入試広報部へ）
　課　　長　　村　本　　　景（学務課から入試広報部入試課へ）
　係　　長　　坂　野　仁　志

（短期大学部事務室から入試広報部広報課へ）
　室長・係長　金田一　春　香

（地域連携研究センターから短期大学部事務室へ）
　係　　長　　加　藤　智　恵

（学務部教務学生課から入試広報部入試課へ）
（６）　転出
令和６年４月１日付

○事務局
　課長補佐　　安　田　久美子（総務部総務課へ）
　主　　事　　武　田　裕　大（総務部総務課へ）
　主　　事　　蛯　沢　眞　子（総務部総務課へ）
　係　　長　　佐　藤　裕　次（総務部管財課へ）
　参　　事　　岩　本　寿　生（総務部管財課体育館事務室へ）
　嘱　　託　　吉　田　正　幸（総務部管財課体育館事務室へ）
（７）　転入
令和６年４月１日付

○事務局
　事務統括　　岩　浪　始　由（法人事務局から）
　担当部長　　松　山　政　義（事務局総務部から）
　次　　長　　藤　原　真　史（総務部から）
（８）　退職
令和６年６月30日付

〇入試広報部入試課
　主　　事　　小田桐　　　蒼
令和６年９月30日付

〇入試広報部
　部　　長　　岡　沼　真由美
令和７年３月31日付

○健康医療学部人間健康学科
　教　　授　　小　澤　昭　夫
〇健康医療学部看護学科
　教　　授　　高　橋　正　知
　教　　授　　吉　岡　幸　子
　准 教 授　　久　保　宣　子
　講　　師　　西　川　　　健
○幼児保育学科
　教　　授　　田　中　敬　一
　准 教 授　　池　田　拓　馬
　講　　師　　船　山　哲　郎
○教育研究支援室
　教　　授　　中　村　　　修
○事務局
　事務統括　　岩　浪　始　由
　担当部長　　松　山　政　義
（９）　客員教授
〔大学〕
令和６年４月１日付

◎客員教授
　柾　谷　伸　夫
　鶴　見　浩一郎
　遠　山　晴　一
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　湯　田　　　淳
令和６年５月１日付

〔短大〕
◎客員教授
　中　嶋　美　華

組　　　織

〔大学〕
学 長　　水　野　眞佐夫
運 営 会 議 議 長　　小　林　　　眞
学 長 補 佐　　田　中　　　哲
　　　　　　　　　　三本木　　　温
学 長 特 別 補 佐　　小　澤　昭　夫
地域経営学部長　　村　本　　　卓
地域経営学科長　　高　須　則　行
健康医療学部長　　吉　田　守　実
人間健康学科長　　吉　田　守　実
人間健康学科長補佐　　井　元　紀　子
看 護 学 科 長　　田　中　克　枝
別科助産専攻長　　高　橋　雪　子
〔短期大学部〕
学 長　　杉　山　幸　子
学 長 補 佐　　加　藤　康　子
幼児保育学科長　　澤　井　睦　美
介護福祉学科長　　柏　葉　英　美
介護福祉学科長補佐　　小　川　あゆみ

◎学長直轄
○ＩＲ推進室
室 長　　村　本　　　卓
副 室 長　　野　口　和　也
室 員　　田　村　正　文
　　　　　　　　　　埴　原　啓　正（令和６年９月から）
　　　　　　　　　　千　葉　啓　子　　平　塚　和　也
　　　　　　　　　　吉　岡　幸　子　　高　橋　英　成
○自己点検評価委員会
委 員 長　　幸　田　威久矢
〔大学〕
副 委 員 長　　村　本　　　卓
委 員　　高　須　則　行　　吉　田　守　実
　　　　　　　　　　田　中　克　枝　　高　橋　雪　子
　　　　　　　　　　小　澤　昭　夫　　井　元　紀　子
　　　　　　　　　　小　沢　久美子
〔短期大学部〕
副 委 員 長　　三　上　幾　子
委 員　　鳴　海　孝　彦　　高　橋　英　成
○学生相談・特別支援室
室 長　　木　村　　　緑
副 室 長　　野　口　和　也
室 員　　木　村　浩　哉　　金　地　美知彦
　　　　　　　　　　宮　澤　君　子
　　　　　　　　　　今　川　ゆ　き（令和６年９月から）
　　　　　　　　　　柴生田　英　香　　鳴　海　孝　彦

◎学長方針PJT

○情報交換会
　　　　　　　　　　小　林　　　眞
　　　　　　　　　　水　野　眞佐夫　　杉　山　幸　子
　　　　　　　　　　田　中　　　哲　　村　本　　　卓
　　　　　　　　　　高　須　則　行　　三本木　　　温
　　　　　　　　　　吉　田　守　実　　田　中　克　枝
　　　　　　　　　　高　橋　雪　子　　加　藤　康　子
　　　　　　　　　　澤　井　睦　美　　柏　葉　英　美
○建学の精神PJT
　　　　　　　　　　杉　山　幸　子　　石　原　良　明
○教育DX PJT
責 任 者　　坂　本　貴　博
担 当　　村　本　　　卓　　馬　場　祥　次
　　　　　　　　　　有　光　琢　磨　　石　原　良　明
　　　　　　　　　　市　川　裕美子　　藤　邉　祐　子
　　　　　　　　　　池　田　拓　馬　　高　橋　英　成

◎委員会
○入学者選抜委員会
委 員 長　　田　中　　　哲
副 委 員 長　　加　藤　康　子
委 員　　水　野　眞佐夫　　杉　山　幸　子
　　　　　　　　　　村　本　　　卓　　高　須　則　行
　　　　　　　　　　吉　田　守　実　　田　中　克　枝
　　　　　　　　　　高　橋　雪　子　　澤　井　睦　美
　　　　　　　　　　柏　葉　英　美　　小　川　あゆみ
　　　　　　　　　　田　村　正　文　　加　来　聡　伸
　　　　　　　　　　馬　場　祥　次　　差　波　直　樹
　　　　　　　　　　三　上　幾　子　　三　浦　文　恵
○学費等減免選考委員会
委 員 長　　田　中　　　哲
委 員　　水　野　眞佐夫　　杉　山　幸　子
　　　　　　　　　　村　本　　　卓　　高　須　則　行
　　　　　　　　　　吉　田　守　実　　田　中　克　枝
　　　　　　　　　　高　橋　雪　子　　澤　井　睦　美
　　　　　　　　　　柏　葉　英　美　　小　川　あゆみ
　　　　　　　　　　田　村　正　文　　加　来　聡　伸
　　　　　　　　　　差　波　直　樹　　
○教育ローン利子補給奨学金審査委員会
委 員 長　　吉　田　守　実
委 員　　村　本　　　卓　　高　須　則　行
　　　　　　　　　　田　中　克　枝　　高　橋　雪　子
　　　　　　　　　　澤　井　睦　美　　柏　葉　英　美
　　　　　　　　　　田　村　正　文　　差　波　直　樹
○研究倫理委員会
委 員 長　　遠　藤　光　男
副 委 員 長　　金　地　美知彦
委 員　　奈　良　　　卓　　千　葉　啓　子
　　　　　　　　　　高　橋　正　知　　古　舘　美喜子
　　　　　　　　　　本　吉　　　好
○教務委員会
〔大学〕
委 員 長　　加　来　聡　伸
副 委 員 長　　有　光　琢　磨
委 員　　崔　　　桓　碩　　横　田　将　志
　　　　　　　　　　大　木　えりか　　泉　水　朝　宏
　　　　　　　　　　小　沢　久美子　　切　明　美保子
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　　　　　　　　　　溝　江　弓　恵　　西　川　　　健
　　　　　　　　　　藤　邉　祐　子　　野　崎　悦　子
　・教職課程担当　　根　城　隆　幸　　木　村　浩　哉
　　　　　　　　　　渡　邉　陵　由　　浜　中　のり子
　　　　　　　　　　泉　水　朝　宏　　宮　澤　君　子
〔短期大学部〕
委 員 長　　小　川　あゆみ
副 委 員 長　　池　田　拓　馬
委 員　　三　上　幾　子　　鈴　木　康　弘
　　　　　　　　　　鈴　木　絵　美
○ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）委員会
委 員 長　　石　原　良　明
副 委 員 長　　池　田　拓　馬
委 員　　奈　良　　　卓　　井　上　　　丹
　　　　　　　　　　渡　邉　陵　由
　　　　　　　　　　今　川　ゆ　き（令和６年９月から）
　　　　　　　　　　吉　岡　幸　子　　三　浦　広　美
　　　　　　　　　　西　川　　　健　　船　山　哲　郎
　　　　　　　　　　高　橋　英　成
○学生委員会
〔大学〕
委 員 長　　田　村　正　文
副 委 員 長　　大　木　えりか
委 員　　Ｇ．アンソニー
　　　　　　　　　　埴　原　啓　正（令和６年９月から）
　　　　　　　　　　阿　部　俊　彦（令和６年９月から）
　　　　　　　　　　立　石　真　司　　泉　水　朝　宏
　　　　　　　　　　坂　本　弘　子　　古　舘　美喜子
　　　　　　　　　　堺　　　香奈子　　前　森　桃　子
　　　　　　　　　　箒　　　さと子
〔短期大学部〕
委 員 長　　差　波　直　樹
副 委 員 長　　岩　舘　亜沙美
委 員　　中　嶋　栄　子　　橋　本　知　子
○就職支援委員会
〔大学〕
委 員 長　　井　上　　　丹
副 委 員 長　　宮　澤　君　子
委 員　　川守田　景　子　　佐　藤　千恵子
　　　　　　　　　　立　石　真　司　　簗　場　理利子
　　　　　　　　　　坂　本　弘　子　　佐々木　真　湖
　　　　　　　　　　小　出　るみ子
〔短期大学部〕
委 員 長　　天　摩　雅　和
副 委 員 長　　岩　舘　亜沙美
委 員　　橋　本　知　子　　坂　本　利枝子
○広報委員会
委 員 長　　工　藤　祐太郎
副 委 員 長　　加　藤　康　子
委 員　　木　村　浩　哉　　楊　　　麗　栄
　　　　　　　　　　浜　中　のり子
　　　　　　　　　　阿　部　俊　彦（令和６年９月から）
　　　　　　　　　　立　石　真　司　　木　村　　　緑
　　　　　　　　　　久　保　宣　子　　堺　　　香奈子
　　　　　　　　　　日　當　ひとみ　　本　吉　　　好
　　　　　　　　　　船　山　哲　郎　　小　川　あゆみ
　　　　　　　　　　鈴　木　絵　美

○入学試験運営委員会
委 員 長　　馬　場　祥　次
副 委 員 長　　三　浦　文　恵
委 員　　田　村　正　文　　幸　田　威久矢
　　　　　　　　　　井　元　紀　子　　渡　邉　陵　由
　　　　　　　　　　金　地　美知彦　　平　塚　和　也
　　　　　　　　　　今　川　ゆ　き（令和６年９月から）
　　　　　　　　　　坂　本　保　子　　足　澤　ちか子
　　　　　　　　　　田　中　敬　一　　鈴　木　康　弘
○国際交流・留学生支援委員会
委 員 長　　Ｂ．グロスマン
副 委 員 長　　横　田　将　志　　三　浦　文　恵
委 員　　Ｇ．アンソニー　　崔　　　桓　碩
　　　　　　　　　　楊　　　麗　栄　　工　藤　祐太郎
　　　　　　　　　　石　原　良　明　　壬　生　寿　子
　　　　　　　　　　久　保　宣　子　　坂　本　利枝子
◎図書館
館 長　　遠　藤　光　男
副 館 長　　中　嶋　栄　子
○図書委員会
委 員 長　　遠　藤　光　男
副 委 員 長　　中　嶋　栄　子
委 員　　坂　本　貴　博　　小　澤　昭　夫
　　　　　　　　　　市　川　裕美子　　柴生田　英　香
◎地域連携研究センター
セ ン タ ー 長　　堤　　　静　子
副 セ ン タ ー 長　　加　藤　康　子
○地域連携研究センター運営委員会
委 員　　川守田　景　子　　井　元　紀　子
　　　　　　　　　　佐　藤　千恵子　　大　木　えりか
　　　　　　　　　　壬　生　寿　子　　差　波　直　樹
　　　　　　　　　　鳴　海　孝　彦
地域連携研究センター　　福　田　弥　夫

〔法人〕
○スポーツ局　局　長　　三本木　　　温
○健康管理局　局　長　　田　中　　　完
○国際教育局　局　長　　法　官　新　一
　　　　　　　副局長　　楊　　　麗　栄

規　　　程

　令和６年４月１日から令和７年３月31日までの間に、次
の規程が一部改正された。
＜一部改正＞
令和７年４月１日施行

○八戸学院大学学則
○八戸学院大学別科助産専攻規程
○八戸学院大学短期大学部学則
○ 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部客員教授・客員
研究員規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部特任教員規程
○ 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部任期付教育職員
任用規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学長選考規程
○ 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学部（学科）・
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別科長選考規程
○八戸学院大学短期大学部防火管理規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学外共同研究規程
○八戸学院サテライトキャンパス利用規則
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外国人留学生規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学費納付規程
○ 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部における修業年
限を超えて在学する者の学費納入規程
○ 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部再入学者および
復籍者に関する納入金等に関する規程
○八戸学院大学履修規程
○八戸学院大学教職課程履修規程
○八戸学院大学科目等履修生規程
○八戸学院大学学長推薦状交付基準
○八戸学院大学春学期卒業に関する内規
○八戸学院大学短期大学部履修規程
○八戸学院大学短期大学部転科に関する規程
○ 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部証明書交付手数
料徴収規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部部活動奨励金規程
○八戸学院図書館規程細則
○八戸学院地域連携研究センター規程

＜廃止＞
令和７年３月31日付け

○八戸学院大学短期大学部前期卒業に関する内規
○八戸学院大学短期大学部科目等履修生規程

諸　　　報（外郭三団体）

〔大学〕
・後援会令和５年度会計監査
　令和６年６月20日㈭
・同窓会令和５年度会計監査
　令和６年６月18日㈫
・父母の会令和５年度会計監査
　令和６年６月19日㈬
・後援会常任理事会
　令和６年７月３日㈬
・後援会理事会　
　令和６年７月３日㈬
・同窓会役員会
　令和６年６月20日㈭
・同窓会評議員会　
　令和６年６月20日㈭
・父母の会役員会
　令和６年６月26日㈬
・父母の会総会　
　令和６年６月26日㈬
・ 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外郭三団体合同
懇談会
　令和７年３月26日㈬グランドサンピア八戸

〔短期大学部〕
・後援会令和５年度会計監査
　令和６年６月６日㈬

・後援会常任理事会
　令和６年７月１日㈪
・後援会理事会
　令和６年７月１日㈪
・同窓会令和５年度会計監査
　令和６年６月６日㈬
・同窓会理事会
　令和６年７月４日㈭
・同窓会総会
　令和６年７月４日㈭
・同窓会役員会
　令和６年12月26日㈭
・父母の会令和５年度会計監査
　令和６年６月６日㈬
・父母の会常任理事会
　令和６年７月11日㈭
・父母の会総会
　令和６年７月11日㈭
・父母の会学業相談・保護者面談会
　令和６年９月30日㈯
・ 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外郭三団体合同
懇談会
　令和７年３月26日㈬

諸　　　報（式典）

（１）　2024年度入学式
  2024年度入学式が、2024年４月５日㈮14時から、八戸学
院総合体育館において挙行されました。地域経営学科入学
生77名（転入生１名含む）、人間健康学科入学生89名（編
入生１名、転入生１名含む）、看護学科入学生46名（編入
生１名含む）、別科助産専攻入学生４名、幼児保育学科入
学生55名（委託生１名含む）、介護福祉学科入学生11名（留
学生２名含む）の入学が許可されました。

（２）　2024度学位記・修了証書授与式
  2024年度学位記・修了証書授与式が、2025年３月18日㈫
14時から、八戸市公会堂において挙行されました。地域経
営学科卒業生85名、人間健康学科卒業生89名、看護学科卒
業生61名、別科助産専攻修了生４名、幼児保育学科卒業生
46名、介護福祉学科卒業生35名に学位記・修了証書が授与
されました。

諸　　　報

（１）　入学者選抜委員会
○庶務日誌摘録
　第１回　令和６年10月22日㈫
　第２回　令和６年11月22日㈮
　第３回　令和６年12月17日㈫
　第４回　令和７年１月28日㈫
　第５回　令和７年２月10日㈪
　第６回　令和７年２月25日㈫
　第７回　令和７年３月11日㈫
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（２）　学費等減免選考委員会
〇学費等減免選考委員会
　庶務日誌摘録
・令和６年５月16日㈭
・令和６年６月25日㈫
・令和６年７月11日㈭
・令和６年８月１日㈭
・令和６年12月10日㈫
・令和７年３月17日㈪

（３）　教育ローン利子補給奨学金審査委員会
○庶務日誌摘録
　令和７年３月12日㈬

（４）　IR推進室
①事業内容
　○ティーチングポートフォリオ継続実施
　○ルーブリック評価継続実施
　○卒業時アンケート継続実施
　○アセスメントポリシー推進
　○ディプロマ・サプリメント実施
　○ＩＲ研修会
②庶務日誌摘録
　○ＩＲ推進室会議
　　令和６年５月10日㈮

（５）　自己点検評価委員会
〔大学〕
①「令和６年度八戸学院大学自己点検評価書」発行
　・令和６年10月
②庶務日誌摘録
　○自己点検評価委員会会議
　　令和６年５月14日㈫　大学・短大合同
　　令和６年７月23日㈫
　　令和６年７月26日㈮
　　令和６年12月４日㈬　大学・短大合同
〔短期大学部〕
① 「令和６年度八戸学院大学短期大学部自己点検評価書」
発行
　・令和６年10月
②庶務日誌摘録
　○自己点検評価委員会会議
　　令和６年５月14日㈫　大学・短大合同
　　令和６年６月４日㈫
　　令和６年６月５日㈬
　　令和６年12月４日㈬　大学・短大合同

（６）　学生相談・特別支援室
①学内研修会
・令和６年度学生相談・特別支援室学内研修会
　テ ー マ： 「アカデミックハラスメント：～学生とのか

かわりの中で距離感や熱心な指導について考
える」

　講　　師：たいよう総合法律経済事務務所　源新　明　氏
　開 催 日：令和６年11月26日㈫
　場　　所：大学５号館520講義室（対面・オンデマンド）
②学外研修会

・「令和６年度心の問題と成長支援ワークショップ」
　主　　催：日本学生支援機構
　開 催 日：令和６年７月30日㈫～31日㈬
　開催方式：参集開催
　参 加 者：柴生田英香（学生相談・特別支援室）
・「第62回 全国学生相談研修会　第１部」
　主　　催：一般社団法人日本学生相談学会
　開 催 日：令和６年11月15日㈮
　開催方式：オンライン開催
　参 加 者：金地　美知彦（学生相談・特別支援室員）
・「第62回 全国学生相談研修会　第２部」
　主　　催：一般社団法人日本学生相談学会
　開 催 日：令和６年11月23日㈯～24日㈰
　開催方式：参集開催
　参 加 者：金地　美知彦（学生相談・特別支援室員）
・「令和６年度東北地区学生指導研修会」
　主　　催：東北地区学生指導研究会
　開 催 日：令和６年９月19日㈭～20日㈮
　開催方式：参集開催
　参 加 者：金入教人（学生相談・特別支援室担当事務）
・ 「令和６年度 障害学生支援に係る青森県内高等教育機関
との連携及び情報交換会」
　主　　催：弘前大学
　開 催 日：令和７年２月14日㈮
　開催方式：オンライン開催
　参 加 者：金入教人（学生相談・特別支援室担当事務）
③庶務日誌摘録
　第１回　令和６年４月８日㈪
　第２回　令和６年５月13日㈪
　第３回　令和６年６月３日㈪
　第４回　令和６年７月１日㈪
　第５回　令和６年９月２日㈪
　第６回　令和６年10月７日㈪
　第７回　令和６年11月11日㈪
　第８回　令和６年12月２日㈪
　第９回　令和７年２月３日㈪
　第10回　令和７年３月３日㈪

（７）　研究倫理委員会
○第１回委員会（令和６年６月24日㈪開催）
　申請18件（承認15件、条件付承認３件）
・ 簡易床反力計を用いた椅子立ち上がり動作による脚筋力
評価の検討
　 （研究責任者：八戸学院大学 健康医療学部人間健康学科 
教授 三本木   温） 
・名前の呼ばれ方と中学生の自己有用感の関連
　 （研究責任者：八戸学院大学 健康医療学部人間健康学科 
教授 浜 中 のり子）  
・南部町転倒・寝たきり予防教室における体力測定
　 （研究責任者：八戸学院大学 健康医療学部人間健康学科 
講師 工 藤 祐太郎） 
・ 坂道歩行時の筋活動および関節運動に下肢筋力差が及ぼ
す影響
　 （研究責任者：八戸学院大学 健康医療学部人間健康学科 
講師 泉 水 朝 宏）  
・ 看護大学生の研究動機に繋がる学びの分析－基礎看護学
実習で出会った状況や場面に焦点をあてて－
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　 （研究責任者：八戸学院大学 健康医療学部看護学科 教
授 小 沢 久美子）
 ・ 子育て期女性の飲酒事例に関する支援内容～保健師へ
のインタビュー調査を通して～

　 （研究責任者：八戸学院大学 健康医療学部看護学科 教
授 吉 岡 幸 子）
 ・高齢者施設実習における看護大学生の学びに関する研究
　 （研究責任者：八戸学院大学 健康医療学部看護学科 准
教授 切 明 美保子）
 ・看護大学生の就職活動に影響する情報と支援のあり方
　 （研究責任者：八戸学院大学 健康医療学部看護学科 准
教授 坂 本 弘 子）
 ・ ヤングケアラー、若者ケアラーの現状とダブルケア支
援の検討－地域包括支援センター 保健師からのインタ
ビュー調査から－

　 （研究責任者：八戸学院大学 健康医療学部看護学科 講
師 古 舘 美喜子）
・ （仮）女子大生の子宮頸がん・乳がんに関する意識調査
　 （研究責任者：八戸学院大学 健康医療学部看護学科 助
教 足 澤 ちか子） 
・新生児がNICUに入院し母子分離となった母親の体験
　 （研究責任者：八戸学院大学 別科助産専攻 講師 藤 邉 
祐 子） 
・ 未就学児対象の健康教室企画・運営が学生に与える教育
効果に対する研究（仮）
　 （研究責任者：八戸学院大学 別科助産専攻 助教 前 森 
桃 子）
 ・ ICTを活用したピアノレッスン・弾き歌いの練習時間・
内容・学修成果の可視化に向けた研究

　 （研究責任者：八戸学院大学短期大学部 幼児保育学科 
准教授 中 嶋 栄 子） 
・ 就学前施設に通園する幼児の体力・運動能力、身体活動
量および運動習慣の縦断的研究
　 （研究責任者：八戸学院大学短期大学部 幼児保育学科 
講師 本 吉   好） 
・ 青森県八戸市内および三戸郡内小学校における音楽系部
活動の実態と課題について
　 （研究責任者：八戸学院大学短期大学部 幼児保育学科 
講師 坂 本 利枝子）
 ・ 災害時の福祉支援体制の整備にかかる研修内容に関す
る考察～令和６年能登半島地震の活動より～

　 （研究責任者：八戸学院大学短期大学部 介護福祉学科 
准教授 鳴 海 孝 彦） 
・ 自然災害に備えた成年後見活動についてのインタビュー
調査
　 （研究責任者：八戸学院大学短期大学部 介護福祉学科 
講師 高 橋 英 成）
 ・ 介護福祉士養成校卒業生の意識調査について－本学卒
業生の動向調査から－

　 （研究責任者：八戸学院大学短期大学部 介護福祉学科 
講師 岩 舘 亜沙美）
○第２回委員会（令和６年12月２日㈪開催）
　申請７件（承認７件）
・ アスリート学生を対象とした学修支援システムの構築に
向けた基礎的研究
　 （八戸学院大学 健康医療学部人間健康学科 教授 三本木   温）
 ・知的障がい者の社会参加と生活の質に関する実態調査

　 （八戸学院大学 健康医療学部人間健康学科 教授 井 元 
紀 子）
 ・ 健康増進を目指した参加者の主体的な参加意欲を引き
出すための調査研究

　 （八戸学院大学 健康医療学部人間健康学科 准教授 有 光 
琢 磨）
 ・ラグビーは成長期の骨を強くするのか
　 （八戸学院大学 健康医療学部人間健康学科 講師 平 塚 
和 也）
・ 地域住民と多職種多機関職員が協働して不衛生家屋が改
善したセルフ・ネグレクト事例の分析
　（八戸学院大学 健康医療学部看護学科 教授 吉 岡 幸 子）
 ・ 認知症高齢者の理解を深める協同学習型老年看護過程
教育プログラムの実施と評価

　（八戸学院大学 健康医療学部看護学科 講師 溝 江 弓 恵）
・ハンドマッサージのストレス緩和に関する研究
　（八戸学院大学短期大学部 介護福祉学科 教授 柏 葉 英 美）

（８）　教務委員会
①各賞受賞者（2024年度卒業生）
〔大学〕
〈理事長特別賞〉
　・小　原　乃　亜（健康医療学部人間健康学科）
〈学長賞〉
　・後　藤　乃　愛（地域経営学部地域経営学科）
　・和　平　美南海（健康医療学部人間健康学科）
　・塚　原　彩　乃（健康医療学部看護学科）
　・幅　野　陽　香（別科助産専攻）
〈優等賞〉
　・中　野　夏　見（地域経営学部地域経営学科）
　・小　泉　沙　菜（地域経営学部地域経営学科）
　・赤　石　知　観（健康医療学部人間健康学科）
　・山　内　李　遊（健康医療学部人間健康学科）
　・倉　間　奈々絵（健康医療学部看護学科）
　・木　下　朋　美（健康医療学部看護学科）
〈（一社）日本ソーシャルワーク教育学校連盟優秀者表彰〉
　・大　橋　　　翔（健康医療学部人間健康学科）
〈（一社）日本私立看護系大学協会会長賞〉
　・安　藤　亜　実（健康医療学部看護学科）
〔短期大学部〕
〈学長賞〉
　・姥　神　花　怜（幼児保育学科）
　・前　森　翔　子（介護福祉学科）
〈優等賞〉
　・小笠原　佳　音（幼児保育学科）
　・松　橋　実　咲（幼児保育学科）
　・木　村　沙　希（介護福祉学科）
　・野　月　千芽子（介護福祉学科）
〈（一社）全国保育士養成協議会会長賞〉
　・内　城　美　咲（幼児保育学科）
〈（公社）日本介護福祉士養成施設協会会長賞〉
　・齋　藤　朱　美（介護福祉学科）
②教員免許状等取得者
〔大学〕
　高校教諭一種：商業　　　　　２名
　高校教諭一種：情報　　　　　７名
　中学校教諭一種：保健体育　　12名
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　高校教諭一種：保健体育　　　22名
　中学校教諭一種：保健　　　　２名
　高校教諭一種：保健　　　　　２名
　高校教諭一種：看護　　　　　２名
　養護教諭一種　　　　　　　　15名
〔短期大学部〕
　幼稚園教諭二種免許　　　　　39名
　保育士　　　　　　　　　　　42名
③学事暦
〔大学〕
《春学期》 ４月８日㈪～７月26日㈮（各学科共通）
《秋学期》  ９月９日㈪～１月23日㈭（地域経営学科、人間

健康学科、看護学科１・４年生）
　　　　　９月２日㈪～１月14日㈫（看護学科２・３年生）
　〔短期大学部〕
《前期》４月２日㈫～７月23日㈫（幼児保育学科２年生）
　　　　 ４月８日㈪～７月26日㈮（幼児保育学科１年生、

介護福祉学科）
《後期》９月１日㈪～12月23日㈪（幼児保育学科１年生）
　　　　９月30日㈪～１月31日㈮（介護福祉学科１年生）
　　　　 10月１日㈫～１月31日㈮（幼児保育学科２年生、

介護福祉学科２年生）
④集中講義の実施状況＜日程・科目名（担当教員）＞
《春学期》８月７日㈬～８月８日㈭
　　　　　災害看護活動論（坂本　弘子）
　　　　　８月19日㈪～８月21日㈬
　　　　　行動の科学（石岡　れい子）
　　　　　教育方法論（ICT活用含む）（森本　洋介）
　　　　　８月22日㈭～８月26日㈪
　　　　　流通経済論（中居　裕）
　　　　　児童心理学（油川　さゆり）
　　　　　８月27日㈫～８月30日㈮
　　　　　地域イノベーション・マネジメント（堤　静子）
　　　　　総合的な学習の時間の指導法（冨澤　美千子）
　　　　　スケート（田名部　和彦）
《秋学期》１月６日㈪～１月８日㈬
　　　　　地域経営学特殊講義Ⅲ（井上　丹）
　　　　　スポーツ心理学（粟木　一博）
　　　　　１月９日㈭～１月14日㈫　
　　　　　ヘルスカウンセリング（瀧澤　志穂）
　　　　　１月９日㈭～１月15日㈬　
　　　　　学校保健（学校安全を含む）（中村　尚子）
　　　　　１月31日㈮・２月３日㈪
　　　　　フットボールスポーツ（工藤　祐太郎）
　　　　　２月３日㈪～２月７日㈮
　　　　　薬理概論（寺田　淳）
　　　　　２月４日㈫～２月５日㈬・２月７日㈮
　　　　　体育原理（平塚　和也）
　　　　　２月11日㈫～２月13日㈭
　　　　　 スキー（渡邉　陵由、有光　琢磨、工藤　祐太

郎、平塚　和也、泉水　朝宏）
⑤学外会議
・ 東北地区私立大学教職課程研究連絡協議会 2024年度総
会・春季研究大会
　開催日：令和６年５月11日（土）
　場　所：AER（アエル）30階　会議室
　出席者：早川　幸久（教学部次長・教学部教務課課長）

・第73回東北・北海道地区高等教育研究会
　開催日：令和６年９月５日㈭・６日㈮
　場　所：秋田大学
　出席者：楊　麗栄（地域経営学部地域経営学科　准教授）
・ 東北地区私立大学教職課程研究連絡協議会 2024年度総
会・秋季研究大会
　開催日：令和６年12月７日（土）
　場　所：東北福祉大学仙台駅東口キャンパス
　出席者：根城　隆幸（地域経営学部地域経営学科　教授）
　　　　　畠山　文絵（教学部教務課係長）
⑥庶務日誌摘録
〔大学〕
　令和６年　４月10日㈬　５月８日㈬　６月12日㈬
　　　　　　７月10日㈬　９月11日㈬　10月９日㈬
            11月13日㈬　12月11日㈬
　令和７年　１月８日㈬　２月３日㈪　２月26日㈬
　　　　　　３月５日㈬
〔短期大学部〕
　令和６年　４月４日㈭　５月２日㈭　６月６日㈭
　　　　　　７月４日㈭　９月５日㈭　10月３日㈭
            11月７日㈭　12月３日㈫　
　令和７年　１月７日㈫　２月６日㈭　２月25日㈫
　　　　　　３月６日㈭

（９）　ファカルティ・デペロップメント（ＦＤ）委員会
①学外会議
・第32回FDネットワーク“つばさ”FD協議会
　開催日： 令和６年６月28日㈮　※オンラインによるハイ

ブリッド開催
　出席者： 石原　良明（八戸学院大学健康医療学部人間健

康学科　准教授）
②実施事業（学内研修会・公開授業等）
・新任教員向けはちがくキャンパスWeb研修会
　開催日：令和６年４月３日㈬
　会　場：７号館２階721講義室
　講　師： 馬場　祥次（八戸学院大学地域経営学部地域経

営学科　准教授）
　参加者：８名
・令和６年度FD研修会
　開催日：令和６年10月30日㈬
　会　場：５号館２階520講義室
　講　師： 邑本　俊亮（東北大学 災害科学国際研究所 災

害人文社会研究部門　教授）
　参加者：大学・短大教員　90名
　
・公開授業
①講義日：令和６年９月24日㈫ ２時限目（録画配信あり）
　科目名：地域スポーツ論
　担　当： 三本木　温（八戸学院大学健康医療学部人間健

康学科　教授）
②講義日：令和６年９月25日㈬ ３時限目（録画配信あり）
　科目名：成人看護援助論Ⅱ
　担　当： 市川　裕美子（八戸学院大学健康医療学部看護

学科　准教授）
③講義日：令和６年９月26日㈭ ２時限目（録画配信あり）
　科目名：人的資源管理
　担　当： 井上　丹（八戸学院大学地域経営学部地域経営
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学科　准教授）
④講義日：令和６年10月８日㈫ ２時限目（録画配信あり）
　科目名：体育概論
　担　当： 本吉　好（八戸学院大学短期大学部幼児保育学

科　講師）
⑤講義日：令和６年11月12日㈫ １時限目（録画配信あり）
　科目名：コミュニケーション技術Ⅰ
　担　当： 小川　あゆみ（八戸学院大学短期大学部介護福

祉学科　教授）

③ 庶務日誌摘録
　令和６年　４月19日㈮　５月16日㈭　６月20日㈭
　　　　　　７月18日㈭　９月19日㈭　10月17日㈭
            11月20日㈬　12月12日㈭
　令和７年　１月16日㈭　３月７日㈮

（10）　学生委員会
〔大学学生委員会〕
　委 員 長　　田村正文
　副委員長　　大木えりか
　委　　員　　グレゴリー・アンソニー　　　埴原　啓正
　　　　　　　立石　真司　　阿部　俊彦　　泉水　朝宏
　　　　　　　坂本　弘子　　古舘美喜子　　堺　香奈子
　　　　　　　箒　さと子　　前森　桃子
・学生委員会庶務日誌摘録
　第１回　　令和６年４月15日㈪
　第２回　　令和６年５月13日㈪
　第３回　　令和６年６月３日㈪
　第４回　　令和６年７月１日㈪
　第５回　　令和６年９月２日㈪
　第６回　　令和６年10月７日㈪
　第７回　　令和６年11月11日㈪
　第８回　　令和６年12月２日㈪
　第９回　　令和７年１月14日㈫
　第10回　　令和７年２月10日㈪
　第11回　　令和７年３月10日㈪
①学生委員会学外会議
　なし
②学生委員会学内行事
・2024年度定期健康診断
　開催日： 2024年４月２日㈫、４日㈭、23日㈫、25日㈭、

27日㈮
　場　所：八戸市総合健診センター
　受診者：871名
・2024年度日本学生支援機構奨学金「予約採用説明会」
　開催日：2024年４月５日㈮
　場　所：520講義室
・ 2024年度日本学生支援機構奨学金「在学採用新規申込説
明会」
　開催日：2024年４月９日㈫～12日㈮
　場　所：520講義室
・2024年度第１回交通安全講習会　
　開催日：2024年４月３日㈬、４月４日㈭
　場　所： 520講義室、831講義室、832講義室（在学生）、
          520講義室、330講義室、833講義室（新入生）
　　　　　 「【警察庁】交通事故から守ろう！子どもの命（運

転者編）字幕あり 」

　受講生：743名
・2024年度日本学生支援機構奨学金「採用説明会」
　開催日：2024年５月16日㈭、17日㈮
　場　所：520講義室
・2024年度クラブ・サークル代表者会議
　開催日：2024年５月１日㈬
　場　所：320講義室
　出席者：15団体
・2024年度学生大会
　開催日：2024年５月２日㈭
　場　所：520講義室　参加者253名
・2024年度学生生活にかかわる講演会
　開催日：2024年６月17日㈪
　場　所：520講義室
　演　題：「特殊詐欺について他」
　講　師：八戸警察署　生活安全課　南　真衣　　氏
　参加者：146名
・ＢＢＱ大会
　開催日：2024年５月25日（土）
　場　所：八戸学院大学５号館正面玄関前
　参加者：85名
・eスポーツ2024
　開催日：2024年７月20日㈯
　場　所：５号館520講義室
　参加者：20名
・はちがくフェス2024
　開催日：2024年10月19日㈯～10月20日（日）
　場　所： 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部　美保

野キャンパス
　テーマ：「～ enjoy ～」
　参加者：２,006名
・2024年度日本学生支援機構奨学金「返還説明会」
　開催日：2024年11月13日㈬、11月21日㈭
　場　所：520講義室
　対象者：2024年度貸与者（４年生：卒業予定者）
・2024年度美保野キャンパスクリスマス企画
　開催日：2024年12月12日㈭
　場　所：520講義室
　内　容：お祈り、ハンドベル演奏、軽音ライブ、抽選会
・2024年度日本学生支援機構奨学金「継続説明会」
　開催日：2024年12月９日㈪、16日㈪
　場　所：520教室
　対象者：2024年度貸与者（４年生を除く）
・2024年度クラブ・サークル活動報告会
　開催日：2024年12月20日㈮
　場　所：グランドホテル
　　　　　報告会および懇親パーティーをホテルで実施
・2025年度八戸学院大学学友会役員選挙
　投票日：2025年２月３日㈪
　選挙結果：○執行委員長
　　　　　　　金入　俊輔（地域経営学部地域経営学科３年）
　　　　　　○副執行委員長
　　　　　　　佐々木さや（健康医療学部人間健康学科２年）
　　　　　　○書　記　長
　　　　　　　佐藤　祥美（地域経営学部地域経営学科３年）
　　　　　　　菊地　奏志（健康医療学部人間健康学科３年）
③スポーツ戦績
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◆硬式野球部
・春季リーグ
　本学　３－１   ノースアジア大学
　本学　７－６   ノースアジア大学
　本学　７－０   岩手大学
　本学　８－０   岩手大学
　本学　７－５　青森大学
　本学　６－３　青森大学
　本学　４－２　青森中央学院大学
　本学　11－２　青森中央学院大学
　本学　２－３   富士大学
　本学　２－10　富士大学  優勝
・第73回全日本大学野球選手権大会
　 １回戦　本学 １－11　天理大学（阪神大学野球連盟）
１回戦敗退
・新人戦  （４/13～５/12）場所：
　１回戦　本学　11－０　岩手県立大学
　２回戦　本学   ６－２　岩手県立大学
　準決勝　本学   ９－０　青森大学      
　決　勝　本学   ２－０　富士大学　優勝
・秋季リーグ戦   
　本学　７－４　青森大学
　本学　１－０　青森大学
　本学　３－４　盛岡大学
　本学　10－３　盛岡大学
　本学　１－２　ノースアジア大学
　本学　１－３　青森中央学院大学
　本学　７－５　青森中央学院大学
　本学　３－５　富士大学
　本学　７－５　富士大学　
　本学　７－１　ノースアジア大学　２位
・大館トーナメント大会　（４/13～５/12）場所：
　１回戦　本学　10－０　秋田県立大学
　２回戦　本学　４－０   青森中央学院大学
　準決勝　本学　10－５　八戸工業大学     
　決勝　　本学　２－７　青森大学   ２位

◆男子サッカー部
・ 第104回天皇杯全日本サッカー選手権大会青森県代表決
定戦 
　２回戦　本学　６－１　七戸サッカークラブ
　３回戦　本学　１－１　ブランデュー弘前FC 
　　　　　　　　　　　　（PK４－５）　ベスト４
・ 第48回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント東北
予選
　２回戦　　　本学　４－０　秋田大学
　準々決勝　　本学　１－０　東北学院大学
　準決勝　　　本学　１－３　富士大学
　３位決定戦　本学　５－１　東北大学　３位
・ 東北大学サッカーリーグ１部（/～ /）場所：八戸学院
大学人工芝サッカー場他
　本学　２－１　東北学院大学
　本学　４－０　東北大学
　本学　５－０　東北福祉大学
　本学　５－０　東日本国際大学
　本学　０－３　富士大学
　本学　２－０　仙台大学

　本学　４－３　ノースアジア大学
　本学　４－０　東北学院大学
　本学　４－０　東北大学
　本学　８－０　東北福祉大学
　本学　９－０　東日本国際大学
　本学　３－０　富士大学
　本学　１－０　仙台大学
　本学　０－０　ノースアジア大学 優勝
・2024年度第73回全日本大学サッカー選手権大会
　予選ラウンド　本学　０－２　大阪体育大学
　強化ラウンド　本学　１－３　中央大学
　　　　　　　　本学　２－２　広島大学
　　　　　　　　本学　４－３　四国学院大学　
・ インディペンデンスリーグ東北（/～ /）場所：八戸学
院大学人工芝サッカー場他
　セカンドチーム　第２位   （９勝１分２敗）
　サードチーム　　第１位   （９勝１分２敗）
　フォースチーム　第６位   （２勝12敗）
・アットホームカップ2024第22回インディペンデンスリーグ
　１回戦　本学　４－１　福山大学
　２回戦   本学　２－３　新潟医療福祉大学
・第８回東北地区大学サッカー新人大会
　予選グループステージ
　　本学  ０－２  東北学院大学
　　本学  ９－０  福島大学
　決勝トーナメント
　　準決勝   本学　２－０　東北学院大学
　　決勝　　本学　１－１　富士大学 （ＰＫ２－４）第２位

◆女子サッカー部
・THFA 東北女子サッカーリーグ
　２部優勝（13 勝１分）　１部昇格
・皇后杯　青森県大会　優勝
・東北地域大学女子サッカーリーグ    １位通過
・全日本大学女子サッカー選手権大会
　１回戦    本学  １－０　【新潟経営大学】
　２回戦    本学  ０－９　【帝京平成大学】　２回戦敗退

◆アイスホッケー部
・第４回盛岡市アイスリンクカップアイスホッケー大会
   初戦   本学　10－４　岩手県少年
　決戦   本学　12－２　岩手県社会人合同   優勝
・第25回大学アイスホッケー交流戦苫小牧大会
　セカンドステージ  
　初戦　　本学　15－１　京都産業大学
　２回戦　本学　４－８　関西学院大学　ベスト８
・デーリー東北新聞社杯
　第59回八戸市実業団アイスホッケーリーグ
　本学   ４－11　吉田産業
　本学　11－２　八戸クラブ
　本学　９－６   八戸ブルースターズ
　本学　１－９　青い森信用金庫
　本学　不戦勝　八戸工業大学　３位
・令和６年度東北地区学生アイスホッケー秋季大会
　本学　13－１　東北福祉大学
　本学　13－１　東北学院大学
　本学　12－６　八戸工業大学　優勝
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・ 令和６年度東北地区学生アイスホッケー選手権大会兼第
97回日本学生氷上競技選手権大会東北地区予選
　初戦　本学　10－１　東北福祉大学
　決勝　本学　８－６　東北福祉大学　優勝
・第59回東奥日報社旗争奪青森県アイスホッケー大会
   本学　０－８　青い森信用金庫
　本学　８－４　八戸クラブ
　本学　２－５　吉田産業
　本学　３－６　高校選抜
　本学　12－６　八戸工業大学
　本学　６－３　八戸ブルースターズ　４位
・RAB杯第77回青森県アイスホッケー選手権大会
　初戦　　本学　６－３　八戸ブルースターズ 
　２回戦　本学　８－３　八戸クラブ
　準決勝　本学　４－８　吉田産業　　３位
・ 第97回日本学生氷上競技選手権大会男子ファーストディ
ビジョン
   初戦　本学　６－３　中央大学　初戦敗退

◆陸上競技部
・第77回 東北学生陸上競技対校選手権大会
　男子走幅跳 6m95 第４位　
　男子やり投げ 59m74 第４位　
　男子三段跳 14m61 第３位　
　女子走高跳 1m55 第２位　
　女子400m 1.02.70 第７位　
　男子４×100mR 41.13  第５位
　男子４×400mR 3.17.80 第７位
・第46回 北日本学生陸上競技対校選手権大会
　男子100m 10.50 第７位
　男子４×100mR 40.03 第２位
　（全日本インカレ参加標準記録突破） 
・第53回 東北学生陸上競技個人選手権大会
　男子100m 10.26 第１位
　男子100ｍ 10.53 第２位
　男子200ｍＢ決勝 21.95 第１位
　男子400ｍ 50.28 第６位
　男子400ｍハードル 53.74 第１位
　男子走幅跳 7ｍ18 第１位
　男子やり投げ 53ｍ75 第５位
　女子走高跳 1ｍ50 第１位
　男子４×100ｍＲ 41.44 第２位
　男子４×400ｍＲ 3.20.96 第１位

◆男子バスケットボール部
・東北大学春季バスケットボール大会
　本学　121－69　東北工業大学
　本学　 58－89　東北学院大学　　２回戦敗退
・東北地区大学体育大会
　本学　113－67　東北工業大学
　本学　 87－92　東北学院大学　　２回戦敗退
・第45回青森県大学バスケットボール大会
　２回戦　本学　94－84　弘前大学医学部
　準決勝　本学　77－73　弘前大学
　決　勝　本学　83－71　青森中央学院大学
・第25回東北大学バスケットボールリーグ１次リーグ
　本学　72－57　 青森中央学院大学

　本学　89－67　 富士大学
　本学　75－63　 東北学院大学
　本学　64－101　仙台大学
　本学　57－71　 岩手大学　　１次リーグ　２位
・第25回東北大学バスケットボールリーグ２次リーグ
　本学　83－75　 富士大学
　本学　57－59　 東北学院大学
　本学　75－100　仙台大学
　東北大学リーグ　３位／優秀選手賞　坂本　蓮
・2024全日本大学バスケットボール選手権大会
　本学　61－121　名古屋学院大学
・第48回東北大学バスケットボールリーグ新人大会
　２回戦　　本学　125－60　東北工業大学
　準々決勝　本学　80－84　 岩手大学　　ベスト８

◆女子バスケットボール部
・第45回東北大学春季バスケットボール大会
　本学　116－44　岩手大学
　本学　 81－78　仙台大学
　本学　 65－87　東北学院大学　　準優勝
　敢闘賞　　　地域経営学科４年　大山美夢
　優秀選手賞　人間健康学科４年　沼田舞愛
・全日本新人代表決定戦
　本学　66－79　仙台大学
　本学　72－81　東北学院大学　　第３位
・第23回東北大学バスケットボールリーグ
　１次リーグ
　本学　74－55　 富士大学
　本学　89－62　 青森中央学院大学
　本学　165－21　岩手大学
　本学　52－77　 仙台大学
　本学　56－67　 東北学院大学
　２次リーグ
　本学　54－58　東北学院大学
　本学　67－70　仙台大学
　本学　86－63　富士大学　　３位
　優秀選手賞　　地域経営学科４年　大山美夢
　リバウンド王　人間健康学科３年　菊地美奈
・第46回東北大学新人大会
　本学　132－26　宮城学院大学
　本学　150－24　秋田大学
　本学　54－71　 仙台大学　　２位
　敢闘賞　　　人間健康学科２年　米谷日里
　優秀選手賞　地域経営学科２年　小笠原幸香
　新人王　　　人間健康学科１年　渡邉涼望
・第75回東北地区大学体育大会
　本学　142－30　宮城学院大学
　本学　 94－73　青森中央学院大学
　本学　 64－81　仙台大学　　優勝
・第45回青森県学生バスケットボール大会
　本学　 72－54　弘前大学
　本学　102－36　弘前大学医学部
　本学　 93－59　青森中央学院大学　　優勝
・第35回青森県学生交流バスケットボール大会
　優勝
・ 第90回皇后杯全日本バスケットボール選手権大会青森県
予選
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　本学　75－73　A-BITS
　本学　91－54　SWEETY　　優勝
・第90回皇后杯　全日本バスケットボール選手権大会
　青森県代表として出場
　本学　44－59　順天堂大学
・青森国体成年女子　６名選出

◆男子ラグビー部
・令和６年度　第75回東北地区大学体育大会　
　場所：気仙沼市大川さくさ総合公園多目的グラウンド　
　優勝
・イーハトーブリーグ
　場所：八幡平ラグビー場
　本学　22－33　ブレイズラガー
　本学　12－38　紫波オックス
　本学　88－０　岩手大学　　優勝
・2024年度東北地区ラグビーリーグ
　本学　77－０　 福島大学
　本学　不戦勝　 岩手大学
　本学　124－０　盛岡大学
　本学　43－26　 東北学院大学
　本学　33－22　 東北大学
　東北地区１位通過　東北地区代表
・2025北日本ラグビー交流戦　　　　　　　　　
　本学　45－14　北海道大学
　場所：みやぎ生協めぐみ野サッカー場
　本学　52－５　札幌大学
　北海道・東北代表として全国大学選手権出場
・第60回全国大学ラグビーフットボール選手権大会
　場所：愛知・豊田市運動公園球技場
　本学　17－82　IPU・環太平洋大学

◆女子ラグビー部
・関東セブンス（龍ヶ崎）
　本学　14－28　北海道バーバリアンズディアナ
　本学　５－31　RKUグレース
　本学　10－14　YOKOHAMA TKM　　０勝３敗
・太陽生命　WSS　入れ替え戦
　本学　７－38　北海道バーバリアンズディアナ
　本学　12－15　神戸ファストジャイロ
　本学　５－31　アザレアセブン
　本学　５－20　神戸ファストジャイロ
　本学　52－０　早稲田大学　　１勝４敗　　７位
・関東セブンス（熊谷）
　本学　25－10　日本体育大学
　本学　０－17　RKUグレース
　本学　17－14　北海道バーバリアンズディアナ
　２勝１敗　３位
・大学女子７人生ラグビーフットボール大会
　本学　５－７　静岡愛知合同
　本学　０－51　追手門学院大学女子ラグビー部
　本学　０－37　 久留米大学女子RC・神戸ファストジャ

イロ・NBA　合同
　本学　19－５　早稲田大学　　１勝３敗
・佐賀国体予選（東北総合体育大会）
　本学　22－７　福島県　
　本学　35－５　秋田県　

　本学　22－７　宮城県
　本学　42－５　岩手県
・佐賀国体
　本学　５－36　三重県
　本学　５－31　神奈川県　　０勝２敗

◆男子スピードスケート部門
・第44回全日本学生スピードスケート距離別選手権大会
  500ｍ 第20位　富岡　真望　38秒27
 第25位　林　　翔大　38秒77
  1000ｍ 第32位　林　　翔大　１分16秒33
 第37位　富岡　真望　１分17秒20
 第41位　黒岩　　心　１分17秒76
 第51位　夏目　楓馬　１分20秒07
  1500ｍ 第41位　黒岩　　心　２分02秒43
 第48位　夏目　楓馬　２分04秒70
  5000ｍ 第30位　小針　悠聖　７分44秒33
  10000ｍ 第21位　小針　悠聖　15分43秒00
・第54回東北スピードスケート大会
  500ｍ 第１位　林　　翔大　38秒69
 第２位　富岡　真望　38秒73
 第３位　黒岩　　心　39秒79
  1000ｍ 第４位　林　　翔大　１分22秒02　
 第３位　富岡　真望　１分22秒01
  1500ｍ 第６位　黒岩　　心　２分30秒21
  3000ｍ 第３位　小針　悠聖　４分47秒45
  5000ｍ 第３位　小針　悠聖　８分08秒06
・第96回日本学生氷上競技選手権大会
  500ｍ 第28位　夏目　楓馬　39秒27
 第20位　富岡　真望　38秒20
 第19位　林　　翔大　37秒94
  1000ｍ 第21位　林　　翔大　１分15秒71
 第26位　富岡　真望　１分16秒86
 第28位　黒岩　　心　１分17秒20
  1500ｍ 第29位　夏目　楓馬　２分06秒19
 第28位　黒岩　　心　２分04秒04
  5000ｍ 第25位　小針　悠聖　７分34秒14
  10000ｍ 第19位　小針　悠聖　15分55秒64
　男子チームパシュートレース　　　
 第９位　富岡、林、夏目　４分42秒79　
　男子2000ｍリレー　
 第７位　夏目、黒岩、富岡、林　２分32秒68

◆女子スピードスケート部門
・全日本選抜スピードスケート競技会／帯広大会
  1000ｍ 第６位　金井　愛未
　マススタートレース
 第３位　近藤　杏菜
・全日本選抜スピードスケート競技会／苫小牧大会
  500ｍ 第６位　金井　愛未
　マススタートレース
 第５位　近藤　杏菜
・第44回全日本学生スピードスケート距離別選手権大会
  500ｍ 第４位　金井　愛未　
  1000ｍ 第３位　金井　愛未　
  1500ｍ 第２位　木村　咲映　
  3000ｍ 第４位　木村　咲映　
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  3000ｍ 第６位　島　くるみ　
  5000ｍ 第２位　近藤　杏菜　
・全日本選抜スピードスケート競技会／恵那大会　
  500ｍ 第３位　金井　愛未
  1000ｍ 第２位　金井　愛未　
  1500ｍ 第４位　木村　咲映　
  3000ｍ 第５位　木村　咲映
・第97回日本学生氷上競技選手権大会　
  500ｍ 第６位　金井　愛未
  1000ｍ 第２位　金井　愛未
　女子2000ｍリレー　
 第３位　 渡邊　咲良、金井　愛未、三浦　陽、

木幡　結比
・第48回全日本ジュニアスピードスケート選手権大会
　マススタートレース
 第６位　木幡　結比

◆自転車競技部
・第63回東日本学生選手権トラック自転車競技大会
　女子スプリント
　　松下彩世香（４年）第２位
　　嵯峨　希来（１年）第５位
　女子３km インディヴィデュアル・パーシュート  
　　松下彩世香（４年）第２位
　　丸子　南徠（１年）第６位
　女子500mタイムトライアル
　　松下彩也香（４年）第３位
　　丸子　南徠（１年）第７位
　　嵯峨　希来（１年）第８位
　男子スプリント
　　小笠原　櫂（１年）第12位
　男子スクラッチ
木田 竜聖（２年）  ５位
・ジャパントラックカップI
　Women Elite Sprint 小原　乃亜（４年）第３位
　Women Elite Keirin 小原　乃亜（４年）第10位
・JICF INTERNATIONAL TRACK CUP 2024
　Women's Sprint  小原　乃亜（４年）第１位
　Women's Keirin 小原　乃亜（４年）第１位
・第64回 全日本学生選手権トラック自転車競技大会
　女子スプリント 
　　松下彩世香（４年）第３位
　　嵯峨　希来（１年）第７位
　女子３kmインディヴィデュアル・パーシュート
　　丸子　南徠（１年）第５位
　女子500mタイムトライアル
　　松下彩世香（４年）第５位
　　嵯峨　希来（１年）第10位
　男子スクラッチ
　　木田　竜聖（２年）第14位
　男子スプリント
　　小笠原　櫂（１年）第13位
・第79回全日本大学対抗選手権自転車競技大会トラック
　女子スプリント 
　　松下彩世香（４年）第３位
　　嵯峨　希来（１年）第６位
  500m TT

　　松下彩世香（４年）第５位
　　嵯峨　希来（１年）第11位
　女子３km IP     
　　丸子　南俠（１年）第10位
　女子チームスプリント
　　嵯峨（１年）・松下（４年）・丸子（１年） ５位
　男子オムニアム予選DNF
　　木田　竜聖（１年）
　学校対抗  女子トラック　　総合第５位
・2024全日本自転車競技選手権大会トラック
　Women Elite Sprint
　　小原　乃亜（４年）第３位
　　松下　彩香（４年）第６位
　Women Elite Keirin -Final-
　　小原　乃亜（４年）第４位
　　松下　彩香（４年）第５位 
　Women Elite 500mTT
　　小原　乃亜（４年）第２位
　　松下彩也香（４年）第８位
　Women Junior ２kmlP 
　　丸子　南俠（１年）第７位　２分36秒326

◆ゴルフ部
・東北アマチュアゴルフ選手権競技、青森県予選　優勝
・東北アマチュアゴルフ選手権競技　第42位
・関東学生ゴルフ選手権予選会　　　第30位
・関東学生ゴルフ連盟７月月例会　　第３位
・会長杯争奪関東学生ゴルフ選手権　第12位
・国民スポーツ大会最終選考会　　　第４位

◆弓道部
・第63回東北学生弓道大会　決勝トーナメント第一回戦
　【本学】５－13【福島大学】敗退
・第70回北奥羽弓道大会　　 予選敗退
・第79回国民スポーツ大会青森県選考会
　１年荒谷が国体選手に選出
・第41回五戸弓道大会
　団体の部　
　Bチーム第３位　総的数18／36
　個人の部
　１位／３年　笹本・３位／４年　山田
　射道優秀賞　３年　笹本
・第57回春季県下弓道大会
　個人の部
　１位／３年　笹本・２位／１年　荒谷・３位／４年　谷川
・第75回東北地区大学体育大会　　予選敗退
・第五回鳴弦館大会
　一般の部
　団体第１位　八学大A　総的数13／24
　総合優勝　　八学大A
・第54回東北地区秋季女子学生弓道大会　Ⅲ部
　総的数30／36　　優勝
・東北地区秋季女子学生弓道大会　入れ替え戦
　【本学】18－８【秋田大学】勝利　よってⅡ部リーグ昇格
・第28回東北学生弓道新人戦
　団体の部
　決勝リーグ出場・決勝リーグ第１回戦　　敗退
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　個人の部　１年　大向、滝沢　通過　　　敗退

④課外活動実績
◆軽音楽部
・ 八戸市内（ライブハウス）における企画ライブ（出演：
２年生部員） 
　４月12日㈮・５月５日（日・祝）・６月15日㈯・
　７月12日㈮・９月１日㈰・11月８日㈮・12月６日㈮
・ 地域イベント「Music Summer Festival in OJA」 にお
けるステージ発表（出演：１年生部員）８月10日㈰
・ はちがくフェスにおけるステージ発表（出演：１・２年
生部員） 
  10月19日㈯・10月20日㈰

◆軟式野球部
・全日本大学軟式野球大会選手権春季大会奥羽地区予選
　第一試合　本学　５－８　秋田大学
　第二試合　本学　３－10　弘前大学
・全日本大学軟式野球大会選手権秋季大会奥羽地区予選
　第一試合　本学   ４－13　八戸工業大学
　第二試合　本学   ０－11　岩手大学
　第三試合　本学　10－12　北里大学

◆障害者（児）共生サークル・アミューズ♪
・フレンドパーク
　５月18日／第一回 
　６月29日／第二回
　７月20日／ 第三回（バス遠足：十和田市現代美術館・イ

オンモール下田）
　９月28日／第四回（調理活動：タコスづくり）
  10月26日／第五回（恐竜レース） 
  11月30日／第六回（カラオケ）
　１月18日／第七回（調理活動：クレープづくり）

◆保健室サークル
・保健だより情報収集・作成　７月～（ゼミ配属後）
　２・４学年：ゼミ交流（勉強法等について）
・２・４学年：ゼミ交流（保健だより講評） 　９月
・食生活アドバイザー資格試験  　10月
・２～４学年：教員採用試験教採説明会 　11月
・全学年対象：教員採用試験情報交換会 　１月

◆八大ボランティアサークル
【４月】 南浜の家くじらにて行われた、健康教室ボランティ

アへの参加
【５月】 南浜の家くじらにて行われた、オレンジカフェボ

ランティアへの参加・長者こども食堂への参加
【６月】 南浜の家くじらにて行われた、オレンジカフェボ

ランティアへの参加
【７月】 南浜の家くじらにて行われた、夏祭りボランティ

アへの参加・ 福地子ども園にて行われた、ふく
ふくキッズ祭りボランティアへの参加

【８月】 南浜の家くじらにて行われた、オレンジカフェボ
ランティアへの参加・ユートピアにて行われた、
夏祭りボランティアへの参加

【９月】 南浜の家くじらにて行われた、敬老会ボランティ
アへの参加・福地子ども園にて行われた、運動会

ボランティアへの参加・八戸学院大学短期大学部
体育館にて行われた、ユートピアの運動会ボラン
ティアへの参加・東北ろうきん「未来へのタスキ」
贈呈式への参加

【10月】 南浜の家くじらにて行われた、健康教室ボランティ
アへの参加

【11月】 南浜の家くじらにて行われた、オレンジカフェボ
ランティアへの参加

【12月】 南浜の家くじらにて行われた、クリスマス会ボラ
ンティアへの参加

◆吹奏楽団
・はちがくフェスにおけるステージ演奏
　10月19日㈯・10月20日㈰
・「クリスマスを待ち望む待降節ミサ」での演奏奉仕
　12月13日㈮　図書館チャペル

〔短大学生委員会〕
・学生委員会
　委 員 長　　差波　直樹
　副委員長　　岩舘亜沙美
　委　　員　　中嶋　栄子
　　　　　　　橋本　知子
・学生委員会庶務日誌摘録
　第１回　　令和６年４月15日㈪
　第２回　　令和６年５月13日㈪
　第３回　　令和６年６月10日㈪
　第４回　　令和６年７月８日㈪
　第５回　　令和６年９月９日㈪
　第６回　　令和６年10月７日㈪
　第７回　　令和６年11月11日㈪
　第８回　　令和６年12月９日㈪
　第９回　　令和７年１月７日㈫
　第10回　　令和７年２月10日㈪
　第11回　　令和７年３月10日㈪
①学生委員会学外会議
　なし
②学生委員会学内行事
・2024年度定期健康診断
　開催日：2024年４月３日㈬　幼児保育学科（在学生）
　　　　　2024年４月４日㈭　新入生
          2024年４月９日㈫　介護福祉学科（在学生）
　場　所：八戸西健診プラザ
　受診者：148名
・2024年度第１回交通安全講習会（短大）
　開催日：2024年４月５日㈬
　場　所：短大211講義室、短大111講義室
　受講生：136名
・2024年度日本学生支援機構奨学金「予約採用説明会」
　開催日：2024年４月５日㈮
　場　所：520講義室
・ 2024年度日本学生支援機構奨学金「在学採用新規申込説
明会」
　開催日：2024年４月９日㈫～12日㈮
　場　所：520講義室
・2024年度日本学生支援機構奨学金「採用説明会」
　開催日：2024年５月16日㈭、17日㈮
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　場　所：520講義室
・2024年度学生総会
　開催日：2024年５月17日㈮
　場　所： メール開催
　承認数：143名（学生会規約第12条により成立し、議決）
・ＢＢＱ大会
　開催日：2024年５月25日㈯
　場　所：八戸学院大学５号館正面玄関前
　参加者：85名
・eスポーツ2024
　開催日：2024年７月20日㈯
　場　所：５号館520講義室
　参加者：20名
・2024年度第２回交通安全講習会（短大）
　開催日：2024年10月２日㈬
　場　所：幼児保育学科棟　211講義室
　受講生：約150名
・2024年度薬物乱用防止講演会（短大）
　開催日：2024年10月９日㈬
　場　所：幼児保育学科棟　211講義室
　受講生：約150名
・はちがくフェス2024
　開催日：2024年10月19日㈯～10月20日（日）
　場　所： 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部　美保

野キャンパス
　テーマ：「～ enjoy ～」
　参加者：2,006名
・2024年度日本学生支援機構奨学金「返還説明会」
　開催日：2024年11月13日㈬、11月21日㈭
　場　所：520講義室
　対象者：2024年度貸与者（４年生：卒業予定者）
・2024年度美保野キャンパスクリスマス企画
　開催日：2024年12月12日㈭
　場　所：520講義室
　内　容：お祈り、ハンドベル演奏、軽音ライブ、抽選会
・2024年度日本学生支援機構奨学金「継続説明会」
　開催日：2024年12月９日㈪、16日㈪
　場　所：520教室
　対象者：2024年度貸与者（２年生を除く）
・2024年度卒業パーティー 
　開催日：2025年３月18日㈫
　場　所：プラザホテル　プラザホール
　参加者：137名（内短大生：63名） 
・2025年度八戸学院大学短期大学部学生会役員選挙
　○執行委員長　　佐藤　風雅　（介護福祉学科１年）
　○副執行委員長　高屋敷楓花　（介護福祉学科１年）
　　　　　　　　　佐藤　優哉　（介護福祉学科１年）
　○書記長　　　　佐藤　優哉　（介護福祉学科１年）
　○書記　　　　　恒任　晴登　（介護福祉学科１年）

（11）　就職支援委員会　
〔大学〕
①学外会議
・東北地区私立大学就職問題協議会（当番校）
　日　時：令和６年６月13日㈭～６月14日㈮
　会　場：ユートリー　８階多目的中ホール
　出席者：地域経営学科准教授　　　井上　　丹

　　　　　（就職支援委員長）
　　　　　教学部就職課　課長　　　納谷　　司
　　　　　教学部就職課　課長補佐　山下　祐史
　　　　　教学部就職課　主事　　　平塚　　薫
・北東北三県私立大学就職支援研究会（当番校）
　日　時：令和６年６月14日㈮12：00～16：00
　会　場：ユートリー　５階異業種交流室
　出席者：教学部就職課　課長　　　納谷　　司
　　　　　教学部就職課　課長補佐　山下　祐史
　　　　　教学部就職課　主事　　　平塚　　薫
・東北地区私立大学就職問題協議会「研究会」
　日　時：令和６年11月29日㈮13：30～18：30
　会　場： TKPガーデンシティ PREMIUM仙台西口ホー

ル６Ｂ
　出席者：教学部就職課　課長補佐　山下　祐史
②就職ガイダンス・説明会等の実施状況
【就職支援講座】
・キャリア支援講座「卒業生講話」
　日　時：令和６年９月６日㈮　12：50～14：20
　会　場：８号館３階831講義室
　講　師：三戸町職員　保健師　　尾崎　実結　氏
　　　　　日本鋼管病院看護師　　五十地　更紗　氏
　　　　　八戸赤十字病院看護師　長谷地　佳奈美　氏
　対象者：看護学科３年生
・キャリア支援講座「マナー講座」
　日　時：令和６年９月６日㈮　14：30～16：00
　会　場：８号館３階831講義室
　講　師：十和田市立中央病院看護局長　坪　　利佐　氏
　対象者：看護学科３年生
【内定者報告会】
・日　時：令和６年11月11日㈪　10：30～12：00
　会　場：３号館３階330講義室
　講　師： 秋山あぐり、川本　倖輔、藤元　音羽、
　　　　　和平美南海
　対象者：人間健康学科３年生
・日　時：令和６年11月13日㈬　12：50～14：20
　会　場：３号館３階330教室
　講　師： 小泉　沙菜、中野　夏見、福島　元太、
　　　　　森　　陽太
　対象者：地域経営学科３年生
・日　時：令和６年12月18日㈪　12：50～14：20
　会　場：３号館３階330講義室、３号館２階320講義室
　講　師：小泉　沙菜、中野　夏見、福島　元太、
　　　　　森　　陽太、秋山あぐり、川本　倖輔、
　　　　　藤元　音羽、和平美南海
　対　象：地域経営学科２年生、人間健康学科２年生
【就職説明会】
・看護学科合同就職説明会
　日　時：令和６年11月30日㈯
　会　場：８号館３階　831講義室、832講義室、833講義室
　参加者：24施設（県内16施設、県外８施設）59名
　対象者：看護学科３年生および２年生（希望者）
・ あおもり企業研究セミナー in八戸学院大学（人間健康
学科３年生向け）
　日　時：令和６年12月９日㈪　10：30～12：00
　会　場：３号館３階330講義室
　主　催：青森県こども家庭部若者定着還流促進課
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　　　　　 （新卒者地元就職促進プロジェクト事業「大学
での企業説明会・企業研究会」）

　講　師： 医療法人仁泉会、トヨタカローラ八戸㈱、プラ
イフーズ㈱、㈱三沢奥入瀬観光開発

・ あおもり企業研究セミナー in八戸学院大学（地域経営
学科３年生向け）
　日　時：令和６年12月11日㈬　12：50～14：20
　会　場：３号館３階330講義室
　主　催：青森県こども家庭部若者定着還流促進課
　　　　　 （新卒者地元就職促進プロジェクト事業「大学

での企業説明会・企業研究会」）
　講　師： 青森トヨタ自動車株、サクサシステムエンジニ

アリング㈱、㈱ジェイテック、生活協同組合コー
プあおもり、八戸通運㈱

③課外講座開催状況
・看護学科論作文対策講座
　日　時：令和６年４月13日㈯　10：00～11：30
　　　　　　　　　４月20日㈯　10：00～11：30
　　　　　　　　　４月27日㈯　10：00～11：30
　会　場：８号館３階831講義室
　講　師：株式会社　結
　対象者：看護学科２～４年生
・公務員試験対策講座
　日　時：令和６年５月20日㈪　16：10～17：40
　　　　　　　　　５月22日㈬　　　　〃
　　　　　　　　　５月24日㈮　　　　〃
　　　　　　　　　５月27日㈪　　　　〃
　　　　　　　　　５月29日㈬　　　　〃
　　　　　　　　　５月31日㈮　　　　〃
　　　　　　　　　６月３日㈪　　　　〃
　　　　　　　　　６月５日㈬　　　　〃
　　　　　　　　　６月７日㈮　　　　〃
　　　　　　　　　６月10日㈪　　　　〃
　会　場：２号館２階221講義室
　講　師：特定非営利活動法人ミルトス塾
　対象者：全学科全学年
・教員採用試験対策講座
　日　時：令和６年５月20日㈪　16：10～17：40
　　　　　　　　　５月22日㈬　　　　〃
　　　　　　　　　５月24日㈮　　　　〃
　　　　　　　　　５月27日㈪　　　　〃
　　　　　　　　　５月29日㈬　　　　〃
　　　　　　　　　５月31日㈮　　　　〃
　　　　　　　　　６月３日㈪　　　　〃
　　　　　　　　　６月５日㈬　　　　〃
　　　　　　　　　６月７日㈮　　　　〃
　　　　　　　　　６月10日㈪　　　　〃
　会　場：２号館２階223講義室
　講　師：特定非営利活動法人ミルトス塾
　対象者：大学全学年
・社会福祉士国家試験対策特別講座
　日　時：令和６年12月２日㈪、12月９日㈪
　会　場：８号館１階813講義室
　講　師：佐藤　雅子　氏
　参加者：人間健康学科15名（４年生６名、３年生９名）
④庶務日誌摘録　
　第１回　令和６年４月10日㈬

　第２回　令和６年５月８日㈬
　第３回　令和６年６月12日㈬
　第４回　令和６年７月10日㈬
　第５回　令和６年９月11日㈬
　第６回　令和６年10月９日㈬
　第７回　令和６年11月13日㈬
　第８回　令和６年12月11日㈬
　第９回　令和７年２月12日㈬
　第10回　令和７年３月12日㈬

〔短期大学部〕
①学外会議
・東北地区私立短期大学就職指導研究会
　日　時：令和６年11月12日㈫　10：00～12：50
　会　場：オンラインミーティング形式（ZOOM）
　出席者：教学部就職課　課長　納谷　司
②就職ガイダンス・説明会等の実施状況
・マナー講座
　日　時：令和６年５月22日㈬　８：50～10：20
　会　場：幼児保育学科棟211講義室
　講　師：株式会社コナカ
　　　　　POLA八戸ゆりの木通り店
　対象者：幼児保育学科２年生、介護福祉学科２年生
・系列３園説明会
　日　時：令和６年６月５日㈬　８：50～12：00
　会　場： 幼児保育学科棟111講義室、121講義室、221講

義室
　講　師：八戸学院幼稚園　副園長　高橋　昌樹　氏
　　　　　八戸学院聖アンナ幼稚園
　　　　　園長　山西　幸子　氏
　　　　　八戸学院第二しののめ幼稚園
　　　　　園長　加藤　康子　氏
　対象者：幼児保育学科２年生
・卒業生との懇談会
　日　時：令和６年11月27日㈬　10：20～12：00
　会　場：幼児保育学科棟111講義室
　講　師：こもれびのもり幼稚園　立花　綾乃　氏
　　　　　もりのか保育園　　　　佐々木晴菜　氏
　　　　　児童養護施設浩々学園　森越　　空　氏
　対象者：幼児保育学科１年生
③庶務日誌摘録
　第１回　令和６年４月17日㈬
　第２回　令和６年５月15日㈬
　第３回　令和６年６月19日㈬
　第４回　令和６年７月17日㈬
　第５回　令和６年９月18日㈬
　第６回　令和６年10月16日㈬
　第７回　令和６年11月20日㈬
　第８回　令和６年12月13日㈮
　第９回　令和７年２月14日㈮
　第10回　令和７年３月14日㈮

（12）　広報委員会
○オープンキャンパス
・５月オープンキャンパス
　実施日：令和６年５月18日㈯（９：30～13：00）
　対象者：１・２・３年生
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　内　容： 学科説明、体験授業、施設見学、個別相談、学
食体験

・７月オープンキャンパス
　実施日：令和６年７月８日㈯（９：30～13：00）
　対象者：１・２・３年生
　内　容： 学科説明、体験授業、施設見学、個別相談、学

食体験
・９月オープンキャンパス
　実施日：令和６年９月７日㈯（９：30～13：00）
　対象者：１・２・３年生
　内　容： 学科説明、入試説明、小論文対策講座、施設見

学、個別相談、学食体験
・３月オープンキャンパス
　実施日：令和６年３月８日㈯（９：30～13：00）
　対象者：１・２・３年生
　内　容： 在学生トークショー、学科説明、体験授業、施

設見学、個別相談、学食体験

〇説明会
＜校内説明会＞
・八戸水産高等学校（ヘキサ主催）
　実施日：令和６年５月16日㈭ 
　対象者：３年生    
　出席者：幼児保育学科　講　師　本吉　　好　　
・盛岡大学附属高等学校（キッズコーポレーション主催）
　実施日：令和６年５月28日㈫  
　対象者：３年生    
　出席者：入試広報部　広報課　係長　坂野　仁志　
・名久井農業高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年６月５日㈬ 
　対象者：２・３年生 
　出席者：地域経営学科　准教授　楊　　麗栄
　　　　　地域経営学科　講　師　川守田景子
　　　　　幼児保育学科　講　師　本吉　　好
　　　　　入試広報部　　係　長　坂野　仁志
　　　　　入試広報部　　主　事　高見　啓太　
・八戸商業高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年６月19日㈬ 
　対象者：３年生 
　出席者：入試広報部　　係　長　坂野　仁志
　　　　　入試広報部　　主　事　高見　啓太
・三沢高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年６月19日㈬
　対象者：１、２年生 
　出席者：人間健康学科　講　師　泉水　朝宏
・八戸西高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年６月20日㈭ 
　対象者：１年生
　出席者：人間健康学科　准教授　有光　琢磨　
・ 八戸工業大学第一高等学校（キッズコーポレーション主
催）
　実施日：令和６年６月26日㈬  
　対象者：３年生 
　出席者：入試広報部　　主　事　高見　啓太
・八戸水産高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年６月27日㈭ 
　対象者：３年生

　出席者：介護福祉学科　教　授　小川あゆみ　
・下山学園高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年６月27日㈭
　対象者：３年生 
　出席者：入試広報部　　係　長　坂野　仁志
　　　　　入試広報部　　主　事　高見　啓太
・青森山田高等学校（キッズコーポレーション主催）
　実施日：令和６年７月２日㈫
　対象者：２年生
　出席者：入試広報部　　主　事　高見　啓太
・八戸学院光星高等学校（ヘキサ主催）
　実施日：令和６年７月２日㈫
　対象者：３年生
　出席者：幼児保育学科　講　師　本吉　　好
　　　　　入試広報部　　課　長　村本　　景
　　　　　入試広報部　　係　長　坂野　仁志
・五所川原第一高等学校（キッズコーポレーション主催）
　実施日：令和６年７月３日㈬
　対象者：２年生
　出席者：入試広報部　　係　長　坂野　仁志
・千葉学園高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和５年７月４日㈭
　対象者：２年生
　出席者：入試広報部　　主　事　高見　啓太
・八戸商業高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年８月23日㈮
　対象者：３年生 
　出席者：入試広報部　　係　長　坂野　仁志
・八戸学院光星高等学校（ヘキサ主催）
　実施日：令和６年９月10日㈫
　対象者：２年生
　出席者：人間健康学科　教　授　渡邉　陵由
　　　　　看護学科　　　助　教　日當ひとみ
　　　　　幼児保育学科　講　師　本吉　　好
・ 八戸工業大学第一高等学校（キッズコーポレーション主
催）
　実施日：令和６年９月18日㈬
　対象者：１年生
　出席者：看護学科　　　助　教　日當ひとみ
　　　　　幼児保育学科　講　師　本吉　　好
・八戸商業高等学校（ヘキサ主催）
　実施日：令和６年９月18日㈬
　対象者：１年生
　出席者：地域経営学科　学科長　髙須　則行
　　　　　看護学科　　　准教授　久保　宣子
　　　　　幼児保育学科　講　師　船山　哲郎　　
・八戸学院野辺地西高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和６年10月１日㈫
　対象者：２年生
　出席者：地域経営学科　学科長　髙須　則行
　　　　　人間健康学科　講　師　工藤祐太郎
・黒石高等学校（キッズコーポレーション主催）
　実施日：令和６年10月10日㈭
　対象者：１、２年生
　出席者：入試広報部　　主　任　白井　大介
・青森中央高等学校（ヘキサ主催）
　実施日：令和６年10月15日㈫
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　対象者：１、２年生 
　出席者：入試広報部　　主　事　高見　啓太
・青森北高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年10月22日㈫
　対象者：１、２年生
　出席者：人間健康学科　講　師　泉水　朝宏
・三沢商業高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年11月５日㈫
　対象者：１年生 
　出席者：幼児保育学科　講　師　本吉　　好
・八戸学院野辺地西高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年11月12日㈫
　対象者：１年生　
　出席者：幼児保育学科　講　師　本吉　　好
　　　　　入試広報部　　主　事　高見　啓太
・百石高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和６年11月13日㈬
　対象者：２年生
　出席者：地域経営学科　准教授　崔　　桓碩　
　　　　　看護学科　　　助　教　日當ひとみ
　　　　　介護福祉学科　講　師　鈴木　絵美
　　　　　入試広報部　　主　事　高見　啓太
・八戸商業高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年11月13日㈬
　対象者：１年生
　出席者：幼児保育学科　教　授　加藤　康子　　　
・十和田工業高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和５年11月14日㈭
　対象者：１年生 
　出席者：幼児保育学科　講　師　船山　哲郎
・五所川原第一高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年11月15日㈮
　対象者：１年生
　出席者：入試広報部　　係　長　坂野　仁志　
・八戸学院光星高等学校（ヘキサ主催）
　実施日：令和６年11月19日㈫
　対象者：１年生
　出席者：人間健康学科　教　授　渡邉　陵由
　　　　　看護学科　　　助　教　堺　香奈子　
　　　　　幼児保育学科　講　師　本吉　　好
　　　　　介護福祉学科　講　師　鈴木　絵美
・ 八戸聖ウルスラ学院高等学校（キッズコーポレーション
主催）
　実施日：令和５年12月２日㈪
　対象者：１年生
　出席者：看護学科　　　助　教　堺　香奈子
　　　　　幼児保育学科　講　師　本吉　　好
　　　　　入試広報部　　主　任　白井　大介
・千葉学園高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年12月３日㈫
　対象者：１年生
　出席者：幼児保育学科　講　師　本吉　　好
・三本木農業恵拓高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年12月４日㈬
　対象者：１年生
　出席者：介護福祉学科　教　授　小川　あゆみ
・ 八戸工業大学第一高等学校（キッズコーポレーション主

催）
　実施日：令和６年12月11日㈬
　対象者：２年生
　出席者：看護学科　　　准教授　久保　宣子
・千葉学園高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和６年12月11日㈬
　対象者：２年生
　出席者：入試広報部　　主　任　白井　大介
・十和田工業高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年12月12日㈭
　対象者：２年生
　出席者：入試広報部　　主　事　高見　啓太
・八戸西高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和６年12月17日㈫
　対象者：１、２年生
　出席者：入試広報部　　主　任　坂野　仁志
・百石高等学校（日本ドリコム主催）
　実施日：令和６年12月18日㈬
　対象者：２年生
　出席者：地域経営学科　学科長　髙須　則行
　　　　　看護学科　　　教　授　木村　　緑
　　　　　介護福祉学科　講　師　鈴木　絵美
　　　　　入試広報部　　主　事　高見　啓太
・八戸西高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年12月19日㈭
　対象者：２年生
　出席者：地域経営学科　学科長　髙須　則行
　　　　　幼児保育学科　講　師　船山　哲郎
・弘前南高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和６年12月19日㈭
　対象者：１・２年生
　出席者：入試広報部　　主　任　白井　大介　
・軽米高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和６年12月25日㈬
　対象者：１年生
　出席者：入試広報部　　係　長　坂野　仁志
・向陵高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和７年１月21日㈫
　対象者：１年生
　出席者：幼児保育学科　教　授　加藤　康子　
・八戸水産高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和７年１月24日㈮
　対象者：１年生
　出席者：地域経営学科　学部長　村本　　卓
・五所川原農林高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和７年１月29日㈬
　対象者：１年生
　出席者：幼児保育学科　教　授　小川あゆみ
・弘前学院聖愛高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和７年１月31日（金）
　対象者：２年生
　出席者：入試広報部　　主　任　白井　大介
・名久井農業高等学校（ライセンスアカデミー主催）
　実施日：令和７年２月４日㈫
　対象者：１・２年生
　出席者：入試広報部　　係　長　坂野　仁志
・八戸学院野辺地西高等学校（ライセンスアカデミー主催）
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　実施日：令和７年２月４日㈫
　対象者：２年生
　出席者：入試広報部　　主　事　高見　啓太
・八戸商業高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和７年２月５日㈬
　対象者：２年生
　出席者：入試広報部　　主　事　高見　啓太
・ 八戸工業大学第一高等学校（キッズコーポレーション主
催）
　実施日：令和７年２月12日㈬
　対象者：１・２年生
　出席者：看護学科　　　助　教　堺　香奈子
・柴田学園高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和７年２月13日㈭
　対象者：１年生
　出席者：入試広報部　　主　事　高見　啓太
・久慈東高等学校（さんぽう主催）
　実施日：令和７年２月27日㈭
　対象者：１年生
　出席者：入試広報部　　係　長　坂野　仁志
・岩手高等学校（キッズコーポレーション主催）
　実施日：令和７年３月３日㈪
　対象者：１・２年生
　出席者：人間健康学科　准教授　有光　琢磨
・盛岡スコーレ高等学校（キッズコーポレーション主催）
　実施日：令和７年３月５日㈬
　対象者：１年生
　出席者：地域経営学科　学科長　髙須　則行
・弘前実業高等学校（キッズコーポレーション主催）
　実施日：令和７年３月13日㈭
　対象者：１・２年生
　出席者：地域経営学科　学科長　髙須　則行
※ その他、各地ホテルで行なわれた業者主催進学相談会に
は、29回出席。

〇庶務日誌摘録　
　令和６年　４月10日㈬　５月１日㈬　６月５日㈬
　　　　　　７月３日㈬　９月４日㈬　10月２日㈬
　　　　　　11月６日㈬　12月４日㈬
　令和７年　２月５日㈬　３月５日㈬

（13）　入学試験運営委員会
○2025年度入学試験
　令和６年　10月12日㈯　 大学、短大：総合型選抜（資格

特待含む）A日程
            11月16日㈯　 大学、短大：学校推薦型選抜、

社会的養護の施設等推薦型選
抜

            12月14日㈯　 大学、短大：総合型選抜（資格
特待含む）B日程

　　　　　　　　　　　　大学：編入・転入学選抜Ⅰ期
　　　　　　　　　　　　大学：別科助産専攻選抜
　　　　　　　　　　　　短大：社会人選抜Ⅰ期
　令和７年　１月18日㈯、19日㈰
　　　　　　　　　　　　 大学、短大：大学入学共通テス

ト試験成績利用選抜（A、B、
C日程）

　　　　　　１月28日㈫　大学：別科助産専攻２次募集
　　　　　　２月６日㈭　大学、短大：一般選抜Ⅰ期
　　　　　　　　　　　　 大学：外国人留学生編入・転編

入選抜Ⅰ期
　　　　　　２月22日㈭　 大学、短大：総合型選抜（資格

特待含む）C日程
　　　　　　　　　　　　大学：編入・転入学選抜Ⅱ期
　　　　　　３月８日㈮　大学：一般選抜Ⅱ期
○庶務日誌摘録
　令和６年　４月９日㈫　５月７日㈫　６月11日㈫
　　　　　　７月９日㈫　９月10日㈫　10月８日㈫
　　　　　　11月12日㈫　12月10日㈫
　令和７年　１月20日㈪　２月４日㈫

（14）大学入学共通テスト実施委員会
①学外会議
・大学入学共通テスト地区別連絡会議
　日　時：令和６年７月４日㈭
　会　場：青森大学
　出席者：村本　景、山下　祐史
②その他
・令和７年度大学入学共通テストの実施
　 　令和７年度大学入学共通テストは、令和７年１月18日
㈯・19日㈰２日間で実施された。
③庶務日誌摘録　　
　令和６年　10月８日㈫　11月12日㈫　12月10日㈫
　　　　　　12月16日㈪（監督者説明会）　12月20日㈮
　令和７年　１月８日㈬　２月４日㈫ 

（15）　国際交流・留学生支援委員会
　委 員 長　　B.グロスマン
　副委員長　　三浦　文恵　　横田　将志
　委　　員　　G.アンソニー　崔　　桓碩　　楊　　麗栄
　　　　　　　工藤祐太郎　　石原　良明　　壬生　寿子
　　　　　　　久保　宣子　　坂本利枝子
・国際交流支援委員会庶務日誌摘録
　第１回　　令和６年４月19日㈮
　第２回　　令和６年５月16日㈭
　第３回　　令和６年６月20日㈭
　第４回　　令和６年７月18日㈭
　第５回　　令和６年９月19日㈭
　第６回　　令和６年10月17日㈭
　第７回　　令和６年11月14日㈭
　第８回　　令和６年12月12日㈭
　第９回　　令和７年２月13日㈭
　第10回　　令和７年３月13日㈭
①国際交流支援委員会学外会議
・青森県留学生交流会推進協議会・運営委員会
　開催日：2024年12月13日㈮
　場　所：八戸工業大学　大会議室
　出席者：B.グロスマン
②国際交流支援委員会行事
・海外研修説明会（オリエンテーション）
　開催日：2024年４月４日㈭
　場　所：520講義室、330講義室、832講義室
　　　　　833教室、211講義室（短大）
・海外研修（シアトル）説明会



31

　開催日：2024年４月26日㈮
　場　所：833教室
・海外研修（チェンマイ）説明会
　開催日：2024年11月８日㈮
　場　所：811教室
・TOEIC試験
＜春学期＞
　開催日：2024年７月26日㈮
　受験者：８名（大学８名）
　場　所：２号館211講義室
＜秋学期＞
　開催日：2025年１月23日㈮
　受験者：８名（大学８名）
　場　所：２号館211講義室
・ 第１回あおもりグローバル人財養成セミナー（あおもり
グローバルアカデミー）実行委員会
　開催日：2024年５月27日㈪
　場　所：三沢市国際交流教育センター 
　参加者：三浦文恵、G.アンソニー
・三沢市国際交流協会総会
　開催日：2024年５月28日㈫
　場　所：グランヒルつたや
　参加者：三浦文恵
・ダバオ大学オンラインミーティング
　場　所：１号館会議室
　参加者：グロスマン、G.アンソニー、三浦文恵
・アメリカンデー
　開催日：2024年６月23日㈰
　場　所：三沢市役所、米軍三沢基地周辺
　参加者：G.アンソニー、三浦文恵
　　　　　学生４名（短大２名含む）
・南部町いちご狩り＆国際交流会
　開催日：2024年５月26日㈰
　場　所：南部町　
　参加者：留学生２名
・あおもりグローバルアカデミー（第１回）
　開催日：2024年10月26日㈯～2024年10月27日㈰
　場　所：三沢市国際交流教育センター 
　参加者：三浦文恵、G.アンソニー
・国際ふれあいフェスタ
　開催日：2024年10月27日㈰
　場　所：はっち・マチニワ
　参加者：留学生２名
・あおもりグローバルアカデミー（第２回）
　開催日：2024年11月23日㈯～2024年11月24日㈰
　場　所：三沢市国際交流教育センター 
　参加者：三浦文恵、G.アンソニー
・あおもりグローバルアカデミー（第３回）
　開催日：2024年12月７日㈯～2024年12月８日㈰
　場　所：三沢市国際交流教育センター 
　参加者：三浦文恵、G.アンソニー
・世界文化体験デー
　開催日：2024年11月10日㈰
　場　所：八戸市美術館 
　参加者：三浦文恵、楊麗栄
　留学生６名（短大）
・KAIGOフェスタ

　開催日：2024年12月７日㈯
　場　所：幼児保育棟 
　参加者：三浦文恵
・西安外国語大学（中国）とのオンライン交流会　
　開催日：2024年７月９日㈫
　場　所：８号館３階833講義室
　参加者：本学41名 
・シアトル海外語学研修への参加
　研修地：アメリカ合衆国ワシントン州シアトル
　備　考：該当者なし 
・チェンマイ海外語学研修への参加
　研修地：タイ王国チェンマイ 
　申込者：本学生１名
　　　　　催行人数２人未満につき実施なし
・Cmate海外語学研修への参加
　研修地：エルニド
　参加者：１名
 ・Rolling Korea海外語学研修への参加
　研修地：韓国
　参加者：１名

（16）　図書館
①学外会議
１．令和６年度青森県高等教育機関図書館協議会総会
　開催日：令和６年７月31日㈬
　場　所：オンライン
２．令和６年度青森県高等教育機関図書館協議会研修会
　開催日：令和６年11月25日㈪
　場　所：オンライン
②図書館見学会などの外来状況
③休・閉館について
　令和６年４月５日㈮　入学式
　令和６年４月18日㈭　創立記念日
　令和６年８月９日㈮～８月16日㈮　夏季休業等
　令和６年12月27日㈮～令和７年１月３日㈮
　　　　　　　　　　　年末年始休業
　令和７年１月16日㈭～１月17日㈮
　　　　　　　　　　　大学入学共通テスト
　令和７年３月18日㈫　学位記授与式
④ 『八戸学院大学紀要』『八戸学院大学短期大学部紀要』
の内容一覧

（１）『八戸学院大学紀要第69号』（2024年12月25日発行）
◇田村正文
・ 地域資源の付加価値化に資する情報システムの役割に関
する考察－６次産業化・地域観光の視点からの検討－
◇ 馬場祥次, 郷家大暉, 野田士龍, 大山美夢, 宮野日和, 杉本
陽尋
・ 八戸学院大学における学生向けデジタルサイネージの構
築とその効果
◇ 馬場祥次, 小泉沙菜, 後藤乃愛, 中沢莉子, 横浜聖羅, 甲地
美穂
・八戸学院大学の学生向けチャットボット構築とその効果
◇横田将志
・ 東南アジア諸国と北東アジア諸国との国交樹立の史的展
開
◇小澤昭夫
・ アイルハルト・フォン・オーベルク『トリストラントと
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イザルデ』（４）
◇小沢久美子, 久保宣子, 髙橋雪子
・ 看護学士課程教育におけるコアコンピテンシーと卒業時
到達目標に関する研究
◇切明美保子, 溝江弓恵
・ 高齢者の生活機能の理解を深める演習プログラムの学習
効果－排泄援助の自作動画と学習形態の組み合わせの試
み－
◇柴生田英香, 古舘美喜子, 吉岡幸子
・ 看護学生における保健師の認識に関する基礎的調査－A
大学のWeb調査結果から－
◇市川裕美子
・ 臨地実習に相応しい看護学生の身だしなみに関する文献
検討
◇坂本弘子, 足澤ちか子, 市川裕美子
・看護大学生の防災への関心の実態と関連要因
（２）『八戸学院大学紀要第70号』（2025年３月３日発行）
◇奈良卓 
・ 社会資本が経済成長と土地利用に及ぼす影響－多様性選
好と出生率の内生化－
◇楊麗栄, 久保宣子
・ 中国語話者を対象とした医療現場で使われる日本語教育
◇渡邉陵由, 平塚和也, 工藤祐太郎, 三本木温
・ 小・中・高等学校における冬季野外活動（スキー）の実
態－本学学生の質問調査結果から－
◇立石真司
・ 知的障害者の意思決定支援における相談支援従事者の役
割構造－地域移行に焦点をあてて－
◇平塚和也, 西村三郎, 工藤祐太郎, 渡邉陵由, 三本木温
・小学校体育授業における準備運動と整理運動の実態
◇三本木温, 木村浩哉
・ 日本における生涯スポーツ施策の変遷－スポーツ実施率
の向上方策に着目して－
◇立石真司, 吉田守実, 大木えりか, 米田政葉 
・ 社会福祉士養成課程における客観的臨床能力試験
（OSCE）の試行的実施と今後の課題
◇小沢久美子, 久保宣子
・基礎看護学実習Ⅱ・Ⅲにおける対象理解に関する学び
◇髙橋雪子, 前森桃子, 藤邉祐子
・未就学児の性の健康教室における助産学生の学び
◇藤邉祐子
・ 後期早産児（Late Preterm Infant）を出産した母親の
思いに関する文献検討
◇前森桃子
・就学児の性教育の現状に関する文献検討
（３） 『八戸学院大学短期大学部研究紀要第59巻』（2024年

12月25日発行）
◇橋本知子
・ 幼児期におけるリトミックより育まれる能力についての
研究－親子でリトミック体験教室の実践を通して－
◇坂本利枝子
・ 小学校音楽系部活動の地域移行の現状と課題について－
青森県八戸市内および三戸郡内小学校へのアンケート調
査より－
◇池田拓馬
・ 学びを可視化する日常の空間装飾」－アート作品や学生
の作品を利用した大学内の環境活用－

◇岩舘亜沙美, 鈴木絵美
・ 介護福祉士養成校卒業生に関する意識調査について－本
学卒業生の動向調査から－

（４） 『八戸学院大学短期大学部研究紀要第60巻』（2025年
３月３日発行）

◇中嶋栄子, 鈴木康弘, 橋本知子, 坂本利枝子, 松坂真奈美
・ ICTを活用したピアノレッスン・弾き歌いの学修成果の
可視化に向けた取り組み
◇中嶋栄子
・ 幼児の童謡と小学校「音楽科」歌唱における連続性に関
する研究－童謡と小学校歌唱教材の比較を通して－
◇坂本利枝子
・童謡のドイツ語訳への試み
◇加藤康子
・おやつ教室を通して学ぶ食のこと
◇池田拓馬, 安田眞理子
・ 「美術館や身近な環境を活用した図画工作授業研究」－
横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校及び八戸市美術館
における授業実践の報告－
◇鳴海孝彦
・ 災害時の福祉支援体制の整備に向けたガイドラインに関
する考察－令和６年能登半島地震での青森県災害福祉支
援チーム（DWAT）の活動より－
⑤その他
１．第６回八戸学院図書館ビブリオバトル
　開催日：令和６年７月19日㈮
　会　場：図書館１階閲覧室
２． 第３回八戸学院大学・八戸工業大学ビブリオバトル交
流会

　開催日：令和６年10月19日㈯
　会　場：八戸学院大学520教室
３．第11回ビブリオバトル in ハチノヘ
　開催日：予　選　高校生～一般の部：９月16日㈪
　　　　　決勝戦　高校生～一般の部：11月23日（土）
　会　場：デーリー東北新聞社本社（予選・決勝戦）
４．第４回ブックハンティング
　開催日：令和６年10月21日㈪
　場　所：八戸ブックセンター
５． 八戸学院図書館・八戸工業大学図書館 読書週間合同
企画 図書交換2024

　開催期間：令和６年11月１日㈮ ～ 11月29日㈮
　会　　場： 八戸学院図書館及び八戸工業大学図書館・閲

覧室
６．テーマ展示
　3.11 東日本大震災特集『キロクをキオクに』
　本屋大賞特集
　ブックハンティング選書本展示
　吹奏楽特集
　夏のスポーツ特集
　大切な君に贈る本（９/10～16 自殺予防週間）
⑥庶務日誌摘録
・図書委員会
　令和６年４月30日㈫
　令和６年９月10日㈫
　令和６年12月10日㈫
　令和７年２月６日㈭
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（17）　地域連携研究センター
１．産業文化研究第34号（2025年３月31日発行）
　〇原著論文
　　◇田村 正文
　　　『地方行政による地域資源の創出
　　　－図書に関する施設建設とその拠点性に着目して－』
　〇研究ノートおよび研究資料
　　◇鳴海 孝彦
　　　 『地域特性を活かしたプラットフォームの形成によ

る介護人材養成確保推進事業の成果と課題
　　　 青森県三八地区介護人材確保・養成プラットフォー

ムにおける３年間の活動』 
２．受託研究・受託事業
　〇受託名：大学資産を活用したアートの学び事業業務委託
　　委託者：八戸市（八戸市美術館）
　〇受託名：八戸市外国人介護人材交流会等業務
　　委託者： 八戸市（八戸市福祉部介護保険課介護事業者

グループ）
　〇受託名： 大人のためのスピードスケート教室運営業務

委託
　　委託者： 八戸市（観光文化スポーツ部長根屋内スケー

ト場）
　〇受託名：八戸菊のスカーフデザイン 
　　委託者：「Mami」出町麻江 
３．課外講座等開催状況
　〇講座名：大学資産を活用したアートの学び事業
　　　　　　三校連携創作体験ワークショップ
　　　　　　「アートな吹き流し制作ワークショップ」
　　開催日：令和６年６月16日㈰
　　会　場：八戸市美術館　スタジオ
　　講　師：池田 拓馬（八戸学院大学短期大学部
　　　　　　幼児保育学科学科　准教授）
　　　　　　船山 哲郎（八戸学院大学短期大学部
　　　　　　幼児保育学科学科　講師）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市美術館委託事業）
　〇講座名：大学資産を活用したアートの学び事業
　　　　　　美術館のアクセシビリティ向上事業
　　　　　　「ハッピーファミリーアワー」
　　開催日：令和６年８月 23日㈮
　　会　場：八戸市美術館
　　講　師： 加藤 康子（八戸学院地域連携研究センター

副センター長）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市美術館委託事業）
　〇講座名：大学資産を活用したアートの学び事業
　　　　　　美術館のアクセシビリティ向上事業
　　　　　　「託児ルーム」
　　開催日：令和６年８月31日㈯
　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 加藤 康子（八戸学院地域連携研究センター

副センター長）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市美術館委託事業）
　〇講座名：第11回防災士養成講座
　　開催日：令和６年９月７日㈯８日㈰
　　会　場：八戸学院大学　３、５号館

　　講　師：館合 裕之 氏（青森県防災士協会八戸支部）
　　　　　　今　　明秀 氏（八戸市立病院　医師）
　　　　　　 吉田　守実（八戸学院大学　健康医療学部　

人間健康学科　教授）
　　　　　　 鳴海　孝彦（八戸学院大学短期大学部　介護

福祉学科　准教授）
　　　　　　 中村　智行 氏（青森中央学院大学　経営法

学部　准教授）
　　　　　　 立岡　伸章 氏（弘前医療福祉大学短期大学

部　教授）
　　　　　　 坂本　弘子（八戸学院大学　健康医療学部　

看護学科　准教授）
　　　　　　 佐々木真湖（八戸学院大学　健康医療学部　

看護学科　講師）
　　　　　　 西川　　健（八戸学院大学　健康医療学部　

看護学科　講師）
　　　　　　 堺　香奈子（八戸学院大学　健康医療学部　

看護学科　助教）
　　　　　　 足澤ちか子（八戸学院大学　健康医療学部　

看護学科　助教）
　　　　　　 井上　　丹（八戸学院大学　地域経営学部　

地域経営学科　講師）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　〇講座名：令和６年度　六ヶ所村保育等研修会
　　　　　　「今、求められる保育実践」
　　開催日：令和６年９月10日㈫
　　会　場：六ヶ所村文化交流プラザスワニー
　　講　師：差波 直樹（八戸学院大学短期大学部
　　　　　　幼児保育学科学科　教授）
　　主　催：六ケ所村役場（こども支援課）
　〇講座名：大人のためのスピードスケート教室
　　開催日：令和６年９月21日㈯
　　会　場：YSアリーナ八戸
　　講　師：船場　亜希（教学部　学生課）
　　主　催：八戸市
　　　　　　（大人のためのスピードスケート教室委託事業）
　〇講座名：大学資産を活用したアートの学び事業
　　　　　　美術館のアクセシビリティ向上事業
　　　　　　「託児ルーム」
　　開催日：令和６年９月29日㈰
　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 加藤 康子（八戸学院地域連携研究センター

副センター長）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市美術館委託事業）
　〇講座名：大学資産を活用したアートの学び事業
　　　　　　美術館のアクセシビリティ向上事業
　　　　　　「託児ルーム」
　　開催日：令和６年10月14日（月・祝）
　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 加藤 康子（八戸学院地域連携研究センター

副センター長）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市美術館委託事業）
　〇講座名：大人のためのスピードスケート教室
　　開催日：令和６年10月５日㈯
　　会　場：YSアリーナ八戸



34

　　講　師：船場 亜希（教学部　学生課）
　　主　催：八戸市
　　　　　　（大人のためのスピードスケート教室委託事業）
　〇講座名：大人のためのスピードスケート教室
　　開催日：令和６年10月12日㈯
　　会　場：YSアリーナ八戸
　　講　師：船場 亜希（教学部　学生課）
　　主　催：八戸市
　　　　　　（大人のためのスピードスケート教室委託事業）
　○講座名：大学資産を活用したアートの学び事業
　　　　　　学生×社会人のアートの学び実践講座
　　　　　　 「アクセシビリティ（Accessibility）向上実

践会議」
　　　　　　第１回「誰もが利用しやすい美術館とは？」
　　開催日：令和６年10月18日㈮
　　会　場：八戸市美術館　スタジオ
　　講　師：大谷 郁 氏
　　　　　　（東京都庭園美術館　学芸員）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市美術館委託事業）
　〇講座名：大人のためのスピードスケート教室
　　開催日：令和６年10月19日㈯
　　会　場：YSアリーナ八戸
　　講　師：船場 亜希（教学部　学生課）
　　主　催：八戸市
　　　　　　（大人のためのスピードスケート教室委託事業）
　〇講座名：八戸学院まちなかラボ水曜講座
　　　　　　法の最先端講座―自動運転を考える―
　　　　　　「自動運転の概要と現状」
　　開催日：令和６年10月30日㈬
　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 福田 弥夫（八戸学院地域連携研究センター

教授）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　〇講座名：大学資産を活用したアートの学び事業
　　　　　　三校連携創作体験ワークショップ
　　　　　　「音のなる絵本を創ろう」
　　開催日：令和６年11月３日㈰
　　会　場：八戸市美術館　スタジオ
　　講　師：桶本 まどか 氏（八戸工業大学　工学部
　　　　　　工学科 システム情報工学コース 助教）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市美術館委託事業）
　〇講座名：大学資産を活用したアートの学び事業
　　　　　　美術館のアクセシビリティ向上事業
　　　　　　「託児ルーム」
　　開催日：令和６年11月３日㈰
　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 加藤 康子（八戸学院地域連携研究センター

副センター長）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市美術館委託事業）
　〇講座名：八戸学院まちなかラボ水曜講座
　　　　　　創業・事業承継講座
　　　　　　第１部　創業支援
　　　　　　「創業計画書を作成する前のアイデア整理」
　　開催日：令和６年11月６日㈬

　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 山本 卓司　氏（日本政策金融公庫　八戸支

店　上席課長代理）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　○講座名：大学資産を活用したアートの学び事業
　　　　　　三校連携創作体験ワークショップ
　　　　　　「ブリリアント・ミネラル」
　　開催日：令和６年11月９日㈰
　　会　場：八戸市美術館　スタジオ
　　講　師：土屋 範芳 氏（八戸工業高等専門学校　校長）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市美術館委託事業）
　〇講座名：八戸学院まちなかラボ水曜講座
　　　　　　創業・事業承継講座
　　　　　　第１部　創業支援
　　　　　　「具体的な創業計画書の作り方」
　　開催日：令和６年11月13日㈬
　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 鈴木 優音　氏（日本政策金融公庫　八戸支

店　課長代理）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　○講座名：八戸市外国人介護人材交流会等業務
　　　　　　「KAI-GO‼セミナー」
　　開催日：令和６年11月15日㈮
　　会　場：八戸市美術館　スタジオ
　　進　行： 小川 あゆみ（八戸学院大学短期大学部　介

護福祉学科　教授）
　　講　師： 八戸市役所 介護保険課 介護事業者グループ
　　　　　　青森県　南部町　交流推進課
　　　　　　 鳴海 孝彦（八戸学院大学短期大学部　介護

福祉学科　准教授）
　　　　　　 高橋 敦子（修光園デイサービスセンター相

談員）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市委託事業）
　〇講座名：八戸学院まちなかラボ水曜講座
　　　　　　法の最先端講座―自動運転を考える―
　　　　　　「自動運転のいろいろな課題」
　　開催日：令和６年11月20日㈬
　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 福田 弥夫（八戸学院地域連携研究センター

教授）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　〇講座名：八戸学院まちなかラボ水曜講座
　　　　　　創業・事業承継講座
　　　　　　第２部　事業承継支援
　　　　　　「日本公庫の事業承継支援」
　　開催日：令和６年12月４日㈬
　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 山本 卓司　氏（日本政策金融公庫　八戸支

店　上席課長代理）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　○講座名：大学資産を活用したアートの学び事業
　　　　　　学生×社会人のアートの学び実践講座
　　　　　　 「アクセシビリティ（Accessibility）向上実

践会議」
　　　　　　 第３回「美術館の利用しやすさを考える パー
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ト②」
　　開催日：令和６年12月７日㈯
　　会　場：八戸市美術館　スタジオ
　　講　師：大谷 郁 氏
　　　　　　（東京都庭園美術館　学芸員）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市美術館委託事業）
　○講座名：八戸市外国人介護人材交流会等業務
　　　　　　「KAI-GO‼交流会」
　　開催日：令和６年12月８日㈰
　　会　場：八戸市美術館　スタジオ
　　進　行： 小川 あゆみ（八戸学院大学短期大学部　介

護福祉学科　教授）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市委託事業）
　〇講座名：八戸学院まちなかラボ水曜講座
　　　　　　法の最先端講座―自動運転を考える―
　　　　　　「自動運転と法的課題・技術的課題」
　　開催日：令和６年12月11日㈬
　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 福田 弥夫（八戸学院地域連携研究センター

教授）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　〇講座名：食品製造業界におけるAI活用勉強会
　　　　　　（オンライン講習会）
　　開催日：令和６年12月16日㈪
　　講　師：村本 卓（八戸学院大学地域経営学部
　　　　　　地域経営学科　教授）
　　依頼者：太子食品工業株式会社
　〇講座名：大学資産を活用したアートの学び事業
　　　　　　美術館のアクセシビリティ向上事業
　　　　　　「託児ルーム」
　　開催日：令和６年12月22日㈰
　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 加藤 康子（八戸学院地域連携研究センター

副センター長）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市美術館委託事業）
　〇講座名：大学資産を活用したアートの学び事業
　　　　　　美術館のアクセシビリティ向上事業
　　　　　　「ハッピーファミリーアワー」
　　開催日：令和６年12月26日㈭
　　会　場：八戸市美術館
　　講　師： 加藤 康子（八戸学院地域連携研究センター

副センター長）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市美術館委託事業）
　〇講座名：八戸学院まちなかラボ水曜講座
　　　　　　 アメリカ法を学ぶ－アメリカと日本の法律の

違いを考える－
　　　　　　「英米法と大陸法」
　　開催日：令和７年１月22日㈬
　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 福田 弥夫（八戸学院地域連携研究センター

教授）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　〇講座名：大学資産を活用したアートの学び事業

　　　　　　美術館のアクセシビリティ向上事業
　　　　　　「託児ルーム」
　　開催日：令和７年１月26日㈰
　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 加藤 康子（八戸学院地域連携研究センター

副センター長）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市美術館委託事業）
　〇講座名：八戸学院まちなかラボ水曜講座
　　　　　　 アメリカ法を学ぶ－アメリカと日本の法律の

違いを考える－
　　　　　　「連邦裁判所と州裁判所」
　　開催日：令和７年１月29日㈬
　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 福田 弥夫（八戸学院地域連携研究センター

教授）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　〇講座名：大学資産を活用したアートの学び事業
　　　　　　美術館のアクセシビリティ向上事業
　　　　　　「ハッピーファミリーアワー」
　　開催日：令和７年２月26日㈫
　　会　場：八戸市美術館
　　講　師： 加藤 康子（八戸学院地域連携研究センター

副センター長）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　　（八戸市美術館委託事業）
　○八戸水産高校応援プロジェクトフォーラム
　　開催日：令和７年２月17日㈪
　　会　場：八戸グランドホテルMIYABI
　　発　表：水産事務所参事　西村 剛　氏
　　　　　　「陸上養殖ビジネスモデル構築に向けた
　　　　　　取組について」
　　　　　　八戸水産高等学校　海洋生産科 
　　　　　　 「“養殖技術確立を目指して”～Ⅸの歴史と

DXの訪れ～」
　　　　　　八戸水産高等学校　水産食品科
　　　　　　 「フリーズドライ研究：チームほっ立て！八

水高Ⅲ」
　　共　催：八戸水産アカデミー高等教育部門
　　後　援：八戸学院教育・研究・社会貢献後援会
　〇講座名： 睡眠障害とその対応
　　開催日：令和７年３月10日㈪
　　会　場：八戸パークホテル
　　講　師： 田中 克枝（八戸学院大学健康医療学部看護

学科　教授）
　　依頼者：三八五流通株式会社
　〇講座名：八戸学院まちなかラボ水曜講座
　　　　　　 アメリカ法を学ぶ－アメリカと日本の法律の

違いを考える－
　　　　　　「法学教育と法律家」
　　開催日：令和７年３月31日㈪
　　会　場：八戸市美術館　八戸学院まちなかラボ
　　講　師： 福田 弥夫（八戸学院地域連携研究センター

教授）
　　主　催：八戸学院地域連携研究センター

・庶務日誌摘録
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　第１回　　令和６年４月25日㈭
　第２回　　令和６年５月23日㈭
　第３回　　令和６年６月27日㈭
　第４回　　令和６年７月25日㈭
　第５回　　令和６年９月26日㈭

　第６回　　令和６年10月24日㈭
　第７回　　令和６年11月28日㈭
　第８回　　令和６年12月19日㈭
　第９回　　令和７年１月23日㈭
　第10回　　令和７年２月27日㈭

埴原　啓正（はいばら　ひろまさ）

1996年生まれ、山梨県笛吹市出身。日本大学大学院法学研
究科私法学専攻博士後期課程退学（修士（法学））。日本大
学通信教育部インストラクター等を経て2024年9月より本
学地域経営学部地域経営学科助教。担当科目はデータサイ
エンス入門、情報社会論等。専攻は商事法で、会社の再建
と財務リストラクチャリングを中心としつつ、電子商取引
や倒産手続のIT化等を研究している。主要な業績として、
「社債権者の意思決定に関する試論的考察―個別的権利行
使の許容可能性―」法学研究年報52号（2022）、「会社の再
建時における既存株主のリストラクチャリング―会社法に
おける既存株主の有する株式価値と株主責任論の交錯―」
法学研究年報53号（2024）、「会社の早急の危機時期におけ
る取締役の行為規範」法政論叢60巻1号（2024）、『ケース
別一般条項による主張立証の手法』（ぎょうせい、2024）
等がある。所属学会は日本私法学会、日本民事訴訟法学会、
日本法政学会、実践経営学会。

三本木　温（さんぼんぎ　ゆたか）

1968年生まれ、北海道出身、北海道教育大学函館分校卒業、
筑波大学大学院体育科学研究科満期退学、博士（体育科学）。
専門分野は体力学。
2000-2002年まで藤沢市保健医療センター、2003-2005年ま
で青森県スポーツ科学センター、2006-2015年まで八戸大
学（八戸学院大学）人間健康学部、2016-2023年まで山梨
学院大学スポーツ科学部に勤務し、2024年から現職。担当
科目は「生涯スポーツ論」、「地域スポーツ論」。
主な業績は「陸上競技・女子中距離競技者を対象とした長
期間にわたる低酸素トレーニングの実践報告」（山梨学院大
学スポーツ科学研究､ 2021年）、「ランニング愛好者におけ
る過去のランニングへの意識に関する調査研究」（ランニン
グ学研究､ 2017年）、「筋力・筋パワーからみた長距離走に
よる脚筋疲労に関する研究」（ランニング学研究、2005年）。
所属学会は、日本体育・スポーツ・健康学会、日本体力医
学会、ランニング学会など。

阿部　俊彦（あべ　としひこ）

1967年生、岩手県大船渡市出身、埼玉大学大学院文化科学

研究科修士課程修了、文化科学（修士）。現在、立命館大
学先端総合学術研究科博士後期課程に在籍中。精神保健福
祉士資格を有する。専門分野は福祉社会学、医療社会学、
エスノメソドロジー・会話分析。1987年より海上保安庁（海
上保安官）、厚生省（厚生事務官）、松戸市立第二中学校（講
師）、あしなが育英会（ケアディレクター）、東海学院大学、
金城学院大学、旭川大学、大阪人間科学大学、秋田看護福
祉大学を勤務し、2024年9月より現職。主な担当科目は、
「ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ・Ⅱ」「ソーシャルワー
ク演習Ⅰ」「保健医療と福祉」等の社会福祉士プログラム
の科目。主な業績として、「阪神淡路大震災遺児と心のケア」
（『喪失と生存の社会学』共著）、「精神障害者と仕事」、「精
神障害者の生活実践」、「家族モラルの診断装置としての医
療空間」「終末期患者の存在論」など。所属学会は、日本
社会学会、関東社会学会、福祉社会学会、日本保健医療社
会学会、東海社会学会、ＥＭＣＡ研究会。

今川　ゆき（いまかわ　ゆき）

1993年生まれ，宮城県出身。東北福祉大学大学院総合福祉
学研究科福祉心理学専攻修士課程修了。現在，東北大学大
学院文学研究科博士後期課程在籍中。専門分野は実験心理
学，臨床心理学。東北福祉大学において感性福祉研究所特
任研究員，入学センター職員を経て，2020年から臨床心理
士および公認心理師として仙台市精神保健福祉総合セン
ターにて精神科デイケア業務に従事。2024年9月より現職。
担当科目は，「社会心理学」，「健康心理学」，「心理学実習」。
主な業績は，「A linear mixed-effect model analysis of the 
effect of schizotypal personality traits on confidence in 
reality monitoring」，「予測的・回顧的メタ認知判断にお
ける共通性と差異性の検討」，「心拍カウント課題に関する
メタ認知と内発的注意の関連性」等。日本心理学会，日本
心理臨床学会，東北心理学会に所属。

田中　　完 （たなか　ひろし）

1958年生，岩手県盛岡市出身
学歴：弘前大学医学部卒業，弘前大学大学院医学研究科修
了 (医学博士)
専門分野：小児科学，小児腎臓病学，小児リウマチ学
資格：日本小児科学会専門医・指導医，日本腎臓学会専門
医・指導医，日本医師会認定産業医
職歴：大館市立総合病院小児科医，盛岡赤十字病院小児科

令和６年度採用教員紹介

八戸学院大学　地域経営学部　地域経営学科

八戸学院大学　健康医療学部　人間健康学科

八戸学院大学　健康医療学部　看護学科
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医，国保三戸中央病院小児科医長，岩手県立北上病院小児
科医長，弘前大学医学部附属病院講師，弘前大学教育学部
教授，弘前大学教育学部附属小学校長，八戸学院大学特任
教授
担当科目：病態学，小児看護援助論，その他
主な業績：「Retinoic acid-inducible gene-I is induced by 
double-stranded RNA and regulates the expression of 
CC chemokine ligand (CCL) 5 in human mesangial cells. 
Nephrol Dial Transplant 2010; 25: 3534-3539」，「Long-term 
tacrolimus-based immunosuppressive treatment for 
young patients with lupus nephritis: a prospective study 
in daily clinical practice. Nephron Clin Pract 2012; 121: 
c165-c173」，「Glomerular expression of fractalkine is 
induced by polyinosinic-polycytidylic acid in human 
mesangial cells: possible involvement of fractalkine after 
viral infection. Pediatr Res 2013; 73: 180-186」，「Treatment 
of pediatric-onset lupus nephritis: A proposal of optimal 
therapy and prospects for new medicines. Clin Exp 
Nephrol 2017; 21: 755-763」，「Overweight children at a 
primary school in Hirosaki City: A longitudinal, 
individualized, observational study. Tohoku J Exp Med 
2019; 247: 209-214」，「Long-term outcome of tacrolimus-
based immunosuppressive treatment for patients with 
paediatric-onset lupus nephritis. Nephrology 2024: 29: 
901-908」，他
主な社会活動：公益社団法人青森県医師会常任理事として
県の健康医療福祉部・子ども家庭部・県教育庁の各種会議
への参画，指定難病・小児慢性特定疾病などの書類審査，
西北五広域連合鰺ヶ沢病院・青森労災病院・青森県立中央
病院非常勤医師，多種の国際医学雑誌の編集委員，等
所属学会：日本小児科学会，日本腎臓学会，日本小児腎臓
病学会，日本小児リウマチ学会，国際小児腎臓学会，等

野崎　悦子（のざき　えつこ）

1963年生まれ、青森県七戸町出身。東京医科大学病院附属
看護専門学校、同愛記念病院附属高等看護学院助産学科卒
業。看護師・助産師免許取得。青森県立保健大学大学院健
康科学研究科健康科学専攻博士前期課程修了（看護学修
士）。公立七戸病院で23年間、産婦人科病棟のほか、訪問
看護室、健診センターで勤務。その後十和田市立中央病院
で15年間、病棟および外来で勤務。2024年4月より本学健
康医療学部看護学科助教（地域・在宅看護領域）。研究分
野は「訪問看護」。担当科目は、「地域・在宅看護援助論」「地
域・在宅看護実習」「基礎看護学実習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」。所属協
会は日本看護協会、青森県看護協会。

三上　幾子（みかみ　いくこ）

1958年生、青森県東津軽郡出身。弘前大学人文学部文学科
卒業。
青森県県立高校教員として採用され、県内の普通科高校教

諭、教頭（青森・八戸西）、校長（十和田西、三戸）とし
て勤務した。定年退職後の私立高校非常勤講師を経て、
2024年４月より現職。担当科目は、日本語表現、保育の文
章表現Ⅰ・Ⅱ、日本語リテラシー、日本語表現リテラシー、
保育実習指導Ⅰ、教職・保育実践演習、など。専門分野は、
国文学、国語教育。高校教員として「書くことによる生徒
の表現力・発信力の向上」を目指した教科指導や、小論文
指導のための教材作成などに取り組んできた。研究テーマ
は、文章表現力向上のための方法と実践、幼児期の活動と
国語科「書くこと」とのつながり。
所属学会：全国大学国語教育学会

福田　弥夫（ふくだ　やすお）

1958年生、青森県八戸市出身。日本大学大学院法学研究科
博士前期課程修了、博士（法学）。専門分野は、民事法学・
保険法・交通損害賠償法。カリフォルニア大学へースティ
ングス法科大学院客員研究員、八戸大学、サンフランシス
コ大学法科大学院客員教授、武蔵野女子大学現代社会学部
教授、日本大学法学部教授、日本大学危機管理学部長・教
授、日本大学理事を経て、2024年4月より現職。元 日本保
険学会理事長、国際保険法学会理事、現 日本学生氷上競
技連盟会長。2025年4月からは、八戸学院地域連携研究セ
ンター長も兼任している。主な直近の論文は、「交通事故
賠償における補償・救済システムの現状と課題」、「自動運
転とノーフォルト保険の現状と課題」、「日本における自動
運転と事故解析」、「フラターナル保険の現代的意義－最近
の状況を中心に」主な所属学会は、日本保険学会、日本私
法学会、アメリカ法律家協会。

八戸学院大学短期大学部　幼児保育学科

八戸学院地域連携研究センター


